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I.昭和 36年よの親鳥

II.研 究 童 一 覧
EI.研 究 諌 鴬
ⅠY.研 究 の 概 況

A.形 質 辻 伝 部
8.細 胞 遺 伝 部

C.生 理 遺 伝 部

D.生化学辻伝部

E.応 用 辻 伝 部

F.変 異 辻 伝 部

6.人 崇 辻 伝 部

Ⅱ.協 同 研 究

1.栽培帝の起床に抑する研究 (pプクフ王ラー財団の轟助による)
2. シ■ウジオウエバ集団における有事遺伝子の集団遺伝学的研究
(米国国立術生研究所の濃助に上る)
3. サルモネラ菌の免疫遺伝学 (米国国立衛生研究所の援助による)
4..近親鱒7M査による日本人の遺伝学的研究 (文部省科学研死費に
よる)
5. 人兼の遺伝に関する研究 (｡タタフAラー財田の援助による)
附: 日本専売公社秦野たばこ拭験券三島舟券

Y.研 究 業 績

A.発 表 文 献

B.発 表 東 浜

C.その他の研究活動

ⅤⅠ.国書および出版

ⅤⅡ.行 事

ⅤⅡⅠ.施 設

ⅠⅩ.実験材料の蒐集と保存
Ⅹ.庶 務

A.歴 史 と 使 命

ZI.故地,枚精と職員

C.土地および建砂

D.予 算

玉.常会 と糖翁島

F. 日 鼓

Q.学 位
附; 1.兼好たばこ試験番三島分場
2.財団故人遺伝学普及会
3.全国義弟遺伝研究会
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JL/僅 少旬

巻 頭 言

昭和 36年には東南アジア遺伝学研修コース (10月 12日～11月 7日)が

大きな出来事であった. 開講にこぎつけるまでには参加者の数が不明なので延

期説さえでたが, どうやら予定数に到達した. 講師のみならず世話係の苦労は

大変なものだった

研修生:_にとって御殿場の中央青年の 家の生活は不便だったに違いない. にも

拘わらず帰国後にほとんど全員から感謝の手紙がきたので当方 と して は 嬉 し

い

今後もっと手軽にできるようになりたいものである. それには宿舎の設備充

実と科学的国際用語としての英語に熟達することが大切であろう.

本年度は新館の一部が完成して,研修コースの時実習用に使用できたのは幸い

であった･予定通 り進めば明年度に完成する所だがその見込みはたっていない.

新館には講堂は予定されていない. 講堂は研究者のためにも, 見学者にとっ

ても必要であるから是非新館と共に完成したい

36年度には,国際学会としてはホノルルの太平洋学術会議に所長と酒井応用

遺伝部長, 松永人類遺伝部長が出席した. 次回は東京と蓮まったから関係者は

忙しいことだろう.

このほか国連の科学委員会に田島形質遺伝部長が出席した. 放射能の人煩へ

の影響などを論ずる骨の折れる仕事であった.

今年の日本遺伝学会賞と人類遺伝学会賞はそれぞれ大島生理遺伝部長と松 永

人類遺伝部長が受けた.



lIA. 研 究 室 一 覧 (昭和 36年 12月末現在)

郡 別 部 長 研 究 室 秦 .良 研 究 員 併ft,客員,非常勤,外 国 人 研 究 員 補 助 貞

形質遺伝部 出 島 弥 太 郎 第1f軒先室 田 島 弥 太 郎 鬼 丸 善 芙 治 田 中 義 麿 (客) 深瀬与惣治 .大 沼 昭 夫!洪沢 梅 子第2研究室 坂 H 文 吾 佐 渡 敏 彦

細 胞 遺伝部 竹 中 安 第 1研究室 吉 田 俊 秀 森 脇 和 郎 小 熊 梓 (客)桑 田 義 備 (客)牧 野 佐 二 郎 (併) 栗 田 義 則 .榊 原 勝 美苗 木 正 実 .佐 藤 隆 司
第2研究室 竹 中 要 鮒 岡 11li 緒米 田 芳 秋

生ヂ皇遺伝部 大 島 長 辺 第 1断究室 大 島 長 造 平 俊 文 駒 井 卓 (客)F.A.リ リエソ フ ェル ト(外研) 今 井 祥 子 .田中瑠美子鈴 木 和 代

生化学遺伝部 辻 田 -光 輝 第 1研究室 名 和 三 郎 海 老 武 彦 .鈴 木 愛 子松 本 末 子 .山田由貴子
第2俳究室 小 川 恕 人 遠 藤 徹

第3研究室 飯 野 徹 雄 津 田 誠 三

第2研究室 酒 井 寛 一 井 山 審 也宮 沢 明

第3研究室 岡 彦 - 神 野 啓 子

変異遺 伝部 松 村 清 二 第 1桝究室 松 村 清 二 土 川 満向 井 輝 菜 L日 本 五 郎 (非) -
賃2研究室 松 村 清 二 藤 井 太 朗 ).Jr｢東二夫 .佐々木 7t=原 田 和 昌 .原 雅 子 .岩 崎 静 子
ll-33研う巳室 近 藤 宗 平 石 和 浩 美

大群遺伝凋S 松 永 英 第 1研究室 松 永 英 外 村 r～77外 村 泰 子 西 山 紀 子 .近藤奈公子
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協同研究組織一覧

IIB.協同研究組織一覧
(昭和 36年 12月末現在)

(1) 栽噂稲の起原に関する研究 (ロックフェラー財団の援助による)

3

(2) ショウジョウバエ集団における有書遺伝子の集団遺伝学的研究

(米国国立衛生研究所の援助による)

_ _ 墓 二 二 圭

(3) サルモネラ菌の免疫遺伝学 (米国国立衛生研究所の援助による)

(4) 人類の遺伝に関する研究 (ロックフェラー財団の援助による)



4 国立遺伝学研究所年報 第 12号

Ill.研 究 課 題

課 題

1.動物の遺伝ならびに細胞学的研究

蚕の遺伝子分析および リソケ-ジの研究

〟

ネズミの系統繁殖に関する研究

ネズミの二,三異常形質発現機構の研究

腫癌の細胞遺伝学的ならびに生化学的研究

化学物質による染色体異常生成機構の研究

実鹸動物における量的形質の遺伝

ニワトリにおける経済形質の遺伝

乳牛における主要形質の統計遺伝

2.植物の遺伝ならびに細胞学的研究

コムギとその近縁程による核置換の研究

バソコムギの起原に関する研究

異数体による六倍性コムギの遺伝学的研究

*笑気ガス処理による倍数体の育成

Medicagoの遺伝学的研究

コムギ近縁種の細胞遺伝学的研究

基本染色体数の諸問題

アサガオの遺伝子分析

染井吉野の起床

性の決定と分化

細胞の異常分裂誘起ならびに生長抑制

稲の雑種不稔性の遺伝学的基礎

+本年度新たに研究を開始したものを示す
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研 究 課 題

甜菜の細胞 ･遺伝学的研究

*酵母菌の細胞学的研究

3.集団遺伝学的研究

集団遺伝学の理論的研究

ショウジョウ/,'ェの殺虫剤抵抗性の研究

選抜に対する集団の反応

自然集団の遺伝的変異性の分析的研究

過剰分離比に関する集団遺伝学的研究

キイロショウジョウバェにおけるへテロ-シスの研究

育種法の理論的研究

遺伝子型間の競争

ショウジョウパェにおける移住力の研究

書傾母遺伝の統計遺伝学的研究

4.人為突然変異に関する研究

放射線誘発突然変異率の線量率依存性に関する研究

化学物質による突然変異生成機構の研究

ショウジョウ/,'ェの核酸合成に対するⅩ線の影響

キイロショウジョウ/:ェにおける放射線誘発ポリジ-
ソ突然変異率の推定

-ツカネズミの特定遺伝子座人為突然変異率

γ線長期照射による劣性致死突然変異率

*-ツカネズミによるポI)ジ-ソの放射線誘発突然変
異率の研究

*Z80･alleleaの突然変異率の研究

一粒コムギの放射線遺伝学,とくに各瞳放射線による
比較研究

倍数性による放射線の影響の差異

放射線突然変異体の生理化学的研究

変異第2

細胞第2

人塀第2

生理第1

応用第1

生理第1
q
応用第1
変異第1

人堺市2

変異第1

応用第2

〝
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形質第1
形質第2
変異第3

形質第1

形質第2

生理第1

変異第1
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変異第1

変異第1

変異第2

変異第3

変異第2

松村 清二

米田 芳秋

木村 資生

大島 長造

ir.I.,r:.1･ 持

造
文
雄
美

長
俊
行
輝

平泉雄一郎

向井 輝美

井
山

井
山
瀬

井
瀬

井

酒
井

酒
井
成

酒
成

酒

寛一
也

一
也
隆

一
隆

一

審

寛
審

寛

寛

(買欝 芸還

佐渡 敏彦

平 俊 文

向井 輝美

土 川 清

川
松

川
井

土
村

土
向

n
H
U
A

近藤 宗平

松村 清二

5



国立遺伝学研究所年報 第 12号

有用突然変異の誘発とその利用

野生型および栽培型アサガオにおける放射線感受性の
比較

アイソトープ水溶液につけた穫子の研究

照射条件の差異による放射線障害の解析的研究 (科研
総合研究)

*γ線および熱中性子の線量測定

突然変異のクラスタ-的出現機構

放射線突然変異機構の生物物理的考察

60Coγ線の表面線量

*ポ リジ-ソ的突然変異の理論的考察

*RBE(生物効果比)の LET (放射線の直接的エネル
ギー付与率)依存性の理論的考察

*放射線の適応値におよはす遺伝的影響

5.生理遺伝ならびに遺伝生化学的研究

昆虫額の食性転換に関する研究

細胞の形質分化に関する研究

ショウジョウバェの限色素形成に関す る生理遺伝学的
研究

雄性不稔とそれに関連する諸問題 (科研総合研究)

プチ リジソ代謝に関する遺伝生化学的研究

蚕の致死遺伝子作用の発生遺伝学的ならびに遺伝生化
学的研究

ショウジョウ,l'ェの異常性比の遺伝生理学的研究

Pseud仙Ilelis仇 に関する研究

臓器組織特異性蛋白質の発生遺伝学的研究

動物の細胞分裂物質に関する研究

筋蛋白質の生合成機構に関する研究 (各個研究)

花色の遺伝生化学的研究

*制癌性植物成分に関する研究

変

応

生

変

変

変

変

変

2

3

2

3

2

3

3

3

3

2

I.I

W…

:?.:..

]

川∵

‥

:.∵

.

･

t
.
'

･
i
J

形質第1

形質第2

生理第1

生理第2

生化学第1

生化学第3

形質第2

生化学第3

生化学第2

村
井
淵
里
沢

松
藤
馬
古
官

+

ド.,し､

〈慧禁

松村
藤井
石和
外9名

二
朗
生
夫
明

均
男

平
美

二
朗
美

清
大
智
和

寧

宗
括

清
太
治

〈碧雲 宏美

近藤 宗平
∫

十一-1 ∴

近藤 宗平

∫

平泉雄一郎

惜 管 大望

(冨違 憲嘉

原
昭

和
口

口
田

口

平

木
外

名
坂

坂
辻

坂

′ー

i

i

辻田

小川

三
文

文
光

文

光

恕

文

均

郎
吾

吾
雄

吾

雄

人

〟
遠 藤 徹

小川 恕人



研 究 課 題

6･微生物の遺伝学的研究

細菌およびウイルスの遺伝に関する研究

電子頗微鏡による生物突然変異体の分子細胞学的研究

サルモネラ菌の免疫遺伝学 (米国国立衛生研究所の研
究費による)

*多剤耐性因子の遺伝学的研究

7･人類の遺伝に関する研究

近親結婚調査による日本人の遺伝学的研究 (科研総合
研究)

*網膜屡腫の遺伝学的研究

*先天性異常者の細胞遺伝学的研究

*多核白血球の性染色質に関する研究

*ABO血液型に働らく淘汰の集団遺伝学的研究

*耳垢型の多型現象に関する研究

8.協同研究

A･ 栽培稲の起原に関する研究
(ロックフエラー財団の研究費による)

イネ栽培榎と野生観の系統維持と形質の調査

イネの日長性の研究

イネの解剖学的研究

野生稲の集団遺伝学的研究

野生および栽培稲の系統発生的研究

野生および栽培稲系統間の雑桂不稔性とその分化機構

イネ属の細胞学的研発

*イネのゲノム分析

野生および栽培稲のイモチ病感受性

B･ショウジョウバエの自然集団に含まれる有害

遺伝子の研究 (米国国立衛生研究所の研究費による)

生化学第3
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酒井寛一
井山 審也
成 輝 隆
鈴木 昭男
後藤岩三郎

†豊島 覧享

(腎向 驚 喜

竹中要
米田 芳秋
土井田幸郎
篠原 正行

木 原 均
松村 清二
馬淵 智生

勝崖 敬三
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C.タバコの遺伝学的研究
(日本専売公社委託研究)

a タバコの低アルカpイ ド晶穫育成に関する基礎研
究

1) 柾間交雑による低アルカt,イド晶程の育成

2) ニコチソ含有量に関する倍数性育瞳

3) ニコチソ含有量の遺伝変異におよはす環境の影
響

b タバコに含まれるアルカFZイドとその葉面よりの
発散に関する研究

9.有用生物の系統保存

ムギ涙とその近縁瞳

花弁,その他

ショウジョウバェ

カ イ コ

ネ ズ ミ

竹 中 要
A.F.I)リェソ
フェル ト

松村 清二

酒井 寛一

辻田 光雄

(
木 原 均
松村 清二

(芸志 和書

く寺島 慶 安

(毘畠弥鶏

(嘉買 窒宗



研 究 の 概 況 9

lV.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝郡では生物のいろいろな性質について,その遺伝様式を明らかにすることをm
標として研究を進めている.本年庶人炉遺伝部に統計遺伝研究室が新設された のに伴な

い,従来集団の遺伝解析を担当していた木村教官を同部に割譲し,第2研究室は細胞質お

よび細胞レベルでの形質発現の問題を中心に研究を進めることとした.このため生化学遺

伝部より坂口文書教官を第2研究室長として迎え,また佐渡敏彦教官を第1研究室より第

2研究室に配置換えして陣容をととのえた.

第1研究室 (田島)ではもっぱらわが国独自の蚕を材料として遺伝学的研究を行なって

いるが,本年度の収穫として特筆さるべきものは常染色体に雌性遺伝子が転座して,常染

色体として行動し,これによって性決定が行なわれるにいたり,本来の性染色体は雌も雄

もともにZZをもつ系統が発見されたことである.このことを唯一の例外として本年度は
研究を突然変異の生成機構の解明に集中した.これは数年前から進めていた放射線の線量

率と突然変異発生率との関係の研究が進展して,米国オ-ク.)ッジ国立研究所のネズミに

ついての研究と競合する水準に達し,世界各国の研究者から注目を浴びるようになったか

らである.この成果は1962年中に発表される予定の放射線の影響に関する国連科学委員会

報告草案中に引用されている.

突然変異生成機構の研究を進めるために,γ線による線量率依存性の原因の研究を進め

る一方,特定の化学物質を用いて生化学的に突然変異生成過程を研究して行く必要 を認

め,国内の関連分野で活躍している理 ･農 ･医各方面の研究者の協力を求めて文部省科学

研究費により ｢化学物質による突然変異生成機構の研究｣の総合研究班を組織してその推

進にあたった.また,この分野の創始者である英国Edinburgh大学のC.Auerbach博
士を外国人研究員として招へいして,この総合研究の立案ならびに実施の具体案について

の指導と援助とを求めた.同博士は 1961年 3月 15日来日,同 6月 17日離日にいた

る3月間,主としてこの研究室に在籍して,この任務に当たった.またこの研究の重要な

一翼を担なうものとして,簡京農工大学より中島誠講師を流動研究員として招-いし,核

酸の塩基析似体が蚕の遺伝質に取り込まれる可能性を検討する仕事を進めた.

この間部長田島は放射線審議会専門委負として一般国民が緊急被ばくを受けた場合に考

慮さるべき遺伝学上の問題点の検討に当たったほか,昭和 36年 8月 26日～9月 15日

までニューヨーク市の国連本部で開催された科学委員会に日本政府代表代理として出席し

た.

第2研究室では室長の木村資生教官が人塀遺伝部に転出していらいしばらく研究活動を

停止していたが,上記のように編成替えを行なって 12月 1日新らしい発足をした.いら
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いまだ日が浅いので新らしい面で見るべき研究成果は上がっていないが,佐渡は第1研究

室における ｢放射線誘発突然変異率の線量率依存性研究｣の一環として精原細胞や卵原細

胞に対しγ線の効果が急照射と緩照射でどのように異なるかを細胞学的立場から研究して

いる.また室長坂口は米国エール大学に滞在中に開始した研究の延長として雌を異常に多

出する近々矧 こついての仕事を続行中である.現在までに判明したところでは,この原因

が程々蝿の細胞内に寄生するらせん菌によるらしい.このことは病原性細菌が寄生性細菌

に変化し,やがては細胞内容物にまで変化して行くかも知れないことを示唆するもので,

重要な意義をもつものと考えられる.

第1研究室 (田島) 1) 線量率依存性の研究:γ線も急照射した場合と緩照射した場合

とで生ずる突然変異率に差があり,帰化当日の照射では急照射のほうが緩照射よりも高い

突然変異率を示すが (第 Ⅰ塾),2眠前後の照射ではこの関係が逆転し,急照射のほうが緩

照射よりはるかに低い突然変異率を示す (第ⅠⅠ型).このことは昨年度の研究で確実 にな

ったので,これを Genetics46巻 10号に発表した.この現象がいかなる機構で起 るか

を明らかにすることは.放射線の遺伝的影響を評価するうえで重要な点なので,本年度は

ここに研究の主力をそそいだ.まず貯化当日の蚕について,急照射,旗照射いずれについ

ても,照射線量を種々に変化させて,突然変異率の変化する様子を調べたところ,精原細

胞では照射量が増して2000rに達すると,緩照射と急照射とで突然変異率に差がなくなる

ことが判った.また精原細胞では卵原細胞のように線量率依存性が明瞭でないことも判っ

た.そこで近藤の導いた式を用いて照射を受けた細胞の生残り数を計算してみたところ,

精原細胞はいちじるしく放射線に弱く,急照射では死滅する細胞の数が多いことが判った,

これらのことから放射線による生殖細胞の致死効果が線量率依存性に大きな関係をもつこ

とが推定された.

また第ⅠⅠ型を示す時期に,急照射から緩照射まで線量率をいろいろに変えてみた とこ

ろ,線量率の増加にしたがって,突然変異率が低くなって行くことが認められたので,節

ⅠⅠ型線量率依存性のあらわれる原因を細胞の選択的致死に基くと解釈した.佐渡は細胞組

織学的にこれを支持するに足る事実を見出すべく努力したが,いまだそのような事実を確

実にし得るにいたらない.

以上はいずれも特定遺伝子座法と名付けられる方法で判明した事実であるが,放射線障

害の実体を評価するためには有害遺伝子の総量を測定することが必要である.この目的か

ら生殖細胞 1個当たりに起る劣性致死遺伝子の総数を検出する方法 (ただし荘子期に発現

する分に限る)を考案し,第 Ⅰ型依存性を示す時期について旗,急両照射条件下で発生す

る致死突然変異の総数を測定した(小林).その結果は急照射の場合0.00037/配偶子/r,緩

照射の場合 0.00021/配偶子/rで両者の比率は特定座位法による場合とほぼ等しかった.

この研究は Ⅰ.A.E.A.との契約により実施したものであるが,契約期間中に完了できず

本年度に持ち越されたものである.

2) 化学物質による突然変異の研究:蚕を材料として突然変異の生成機構について次の

各方面から研究を進めた.(1)核酸の塩基析似体による突然変異発生の可能性の研究では
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5-Bromouracilが陽性らしい結果を示した･ また,Formaldehydeも特定の時期には突然

変異を誘起する作用をあらわした.(2)中島は5･Bromouracilを14CでラベルL DNAへ

の取り込みの可能性を調べた.(3)核酸と結合しないと見られる物質によって突然変異が

誘発されるかどうかの可能性を検討するため,佐渡は4Nitroquinolin-N-oXideを添食,

注射などで与えて突然変異率を調べた.(4)Auerbach博士は化学物質により誘起される

突然変異が,まず Mosaicとしてとらえられることが多いので,このMosaicが突然変異

以外の要因で生じてくる可能性はないかどうかを検討する実験を行なった.

3) 蚕の性決定に関する研究:従来蚕で知られていた性決定様式とは全く趣きの異なっ

た塾を示す系統が自然突然変異として発見されたので,鬼九はこれについて研究を進めた

結果,この系統では雌性遺伝子が Z 染色体と無関係に行動し,これの有無で雌雄が決定

され,性染色体は雌も雄もともに ZZ であるという奇妙な系統であるることが判った.
この系統は今後興味ある研究課題を提供することであろう.

第2研究室 (坂口) 1) 蚕の精原細胞および卵原細胞におよはす放射線の緩急照射 の

影響の細胞組織学的研究 (佐渡):蚕の精原細胞および卵原細胞ではその発育時期に よ り

放射線誘発突然変異率の線量率依存性に二つの塾があり,第 Ⅰ型では急照射>緩照射,第ⅠⅠ

塾では緩照射>急照射となるが(田島ら1961),このような差異の生ずる機構を解明するた

めの第一段階として,精 (那)原細胞に対する放射線の緩急両照射の影響を組織学的に調

べた,雄の場合には急照射では第二次精原細胞は大部分殺されるが,緩照射では主として

分裂が抑えられ,一部は発育をつづけ,ごくわずかの細胞が殺される.雌では第二次精原

細胞に対比できるような分裂の盛んな時期は見られず,本実験で用いた線量 (1,000r)で

は卵原細胞として照射された細胞の一部はやがて栄養細胞と卵細胞が分化するころに退化

する.線量率効果の第Ⅰ型が急照射の場合に感受性の高い細胞が選択的に殺されることに

よるとする仮説を寮極的に支持する細胞学的証拠はまだ充分でない.

2) ショウジョウバエにおける異常性比形質の細胞質因子の研究 (坂口): この研究

は 8月まで Yale大学の動物学教室において行なっていたものを続行している.ショ

ウジョウバエの細胞質遺伝をする異常性比形質をもった--の種は世界の各地から発見さ

れ,その数も 7種類におよんでいる. このうち 4位,す なわ ち,D.WilliStOni,D.

nebulosa.D.equino∬ialiSと D.fascialaのそれぞれの異常性比形質をもつ雌成虫個

体を材料として, その細胞質因子を隆 々の観点から比較検討した. この結果,D.

Willistoni,D.nebulosa,とD.equinoxialisではそれらの体内の各塩組織中に分布し,と

くに血液中に多量に含まれ,その血液を正常の雌成虫に注射すると,その個体は異常性比

形質,すなわち,次代に雌成虫のみを生じ 雄は一匹も僻化しない形質に変わる.このよ

うにして人為的に作られた異常性比形質は卵の細胞質を通じて後代に伝えられる.この場

令,細胞質因子の後代-の伝達の安定性は宿主と細胞質因子自体のそれぞれの遺伝子構成

によって決定される.つぎに,この細胞質因子の本態を追跡したところ,さきに考えら

れていたような plasmageneあるいは virus様のものではなく,鋭敏鏡下で観察でき

る小額粒状ないし糸状を星した一種の微生物であることがわかった. 糸状 の微生 物は
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Giemsa染色,Fontanaの銀反応,AzureB染色,Feulgen反応などに陽性に反応し,

Gram陰性などの性質をもった小さな螺旋菌に属するものであると推定される.しかし,

この微生物はその性状から長年月にわたる進化の結果.病原性細菌から寄生性細菌への移

行過程にあるものらしいという稜々の証拠が挙げられており,生物の進化の観点から細胞

分化の面で興味深い問題を含んでいる.前述の ような細胞質因子である-唾の微生物は

D.bifaSCiataの異常性比形質をもった個体には発見されていない.現在この本態を追究

するとともに,細胞質因子の起原ならびにその進化という観点から実験を行なっている.

B.細 胞 遺 伝 都
本部の研究課題は,大きく分けて動物系と植物系とになる.動物系ではネズミを材料と

して癌に関する一連の細胞遺伝学的研究を課題とし,ほかに他の動物の細胞学的研究を行

なっている.

植物系では性の決定と分化,細胞の異常分裂誘起ならびにその抑制,タバコ属植物の細

胞遺伝学的研究,各種植物の核学的および発生細胞学的研究,イーストの核学的研究,ア

サガオの細胞学的ならびに遺伝学的研究などを行なっている.またロックフ'Lラー財団の

寄付金による栽培稲の起原に関する研究の一部を分担し,稲属の細胞発生学的,細胞学的

ならびに核学的研究を行なっている.

第1研究室 (吉日) 1) 吉田肉腫およびエールリッヒ腹水癌における二倍性および四

倍性細胞の組織浸潤性 (吉田): 正常の吉田肉腫系統 (ラット)および二倍性のエ-ルリ

ッヒ腹水癌マウスに含まれる四倍性細胞の組織浸潤性を調べ,いずれの場合も四倍性細胞

が二倍性細胞に比し著しい組織浸潤性を示すことを確かめた.

2) 二倍性エ-ル.)ッヒ腹水癌の尾静脈注射による四倍性細胞の転移 (吉田): 二倍性

--ルリッヒ腹水癌をマウス尾静脈中に注射し,浸潤によって生じた腫疹癌を細胞学的に

調べた.肢痛癖の大部分は四倍性細胞からなることを知り,四倍性細胞が組織臣潤性の強

いことを実験的に示した.

3) 培養液の腹艦内添加によるエールリッヒ腹水癌の二倍性細胞と四倍性細胞 の消長

(吉田): 二倍 性エールリッヒ腹水癌をもつマウスの腹腔内に,組織培養に用いられる

Walker液を連続注射したところ,はじめはごく低い割合で含まれていた四倍性細胞が次

第に増加することを認めた.

4) エールリッヒ腹水癌細胞における薬剤抵抗性の出現に関する研究 (吉田): エール

リッヒ腹水癌に低濃度の4NQO(4･Nitroquinoline-N-oxide)を2カ月間注射したところ,

高濃度の 4NQO処理の場合においても分裂頻度の低下が少ないという4NQOに対する

抵抗性が現われた.

5) MH･134腹水癌細胞における転移部位と倍数性の問題 (乾*,青田):MH-134(マ

ウス腹水肝癌)を尾皮内のリソバ組織に注入し,リソバ行性の転移を起させ,転移リソバ

*特別研究生
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節について染色体分布と染色体分析を行なっている.

6) エールリッヒ腹水癌の単細胞移殖系における染色体調査 (青田,上岡*,乾):単細

胞移植によりエ-ル.)ッヒ腹水症の単細胞移殖系を3系統作った.初期ならびに 15代移

殖時に核型分析を行ない染色体型および染色体数の分布の変化をこの 3系統 について比

較している.

7)bj一紙電気泳動法によるラットの-モグロピソ塾の研究 (森脇): ラット14系統に

ついてそれらの-モグロピソ型を折紙電気泳動法によって調べた. ドブネズミに属す る

13系統はいずれも 4峰性であり,クマネズミに属する野生系は 2峰性であることがわ

かった.

8)化学物質による染色体切断の生成機構 (森脇): マウスの組織培養細胞 (L 株細

脂)に invitroで核酸の baseanalogueである 5-brom∝leoxyuridineを加え,染 色

体切断,その他の異常をしらべた.数週間の処理により染色体切断,伸長などがおこるこ

とが認められたが,さらにこれら代謝毒を加える実験を行なっている.

9) -ツカネズミの白血病細胞の染色体について (栗田,吉田): 昨年に引きつづき,

AKR/JMs系の自発白血病と Ⅹ線で誘発した C57BK/6Ms系の白血病および Ⅹ線と化

学発癌剤の併用で誘発した RF/Ms系の白血病について,染色体異常を調査した.AKR

系では枚とんど正常であるが,なかに4倍性のものや染色体数異常のものを含み,C57BL

系はまったく異常を認めなかった.RF系ではほとんどすべてのものに染色体数の異常を

認めた.しかし3系統とも染色体個々の形態的な異常は認められなかった.

10)稜々の経済細胞からの無細胞炉液による腫癌の誘発 (浜田**,栗田,吉田):Swiss

albino/Ms系-ツカネズミの新生仔に AXR系白血病,MY肉腫,エールリッヒ腹水癌

および吉田肉腫の腫癌細胞から作った無細胞炉液を注射し,程々の塾の腫痔の誘発を試み

た.エールリッヒ腹水癌と吉田肉腫では陰性であったが,AKR 白血病の無細胞bj一液は,

耳下腺癌のほかに乳癌を高率 (70%)に誘発せしめた.また MY肉腫からの無細胞炉液

も乳癌を高率に誘発せしめたが,白血病の誘発率は二者とも対照群よりやや高い程度であ

った.

第2研究室 (竹中) 1) 性の決定と分化 (竹中 ･米田): 鑑々の雌雄異株植物, こと

にメラソドリウム,ルメックス,アスパラガス,カンナビスなどを用い,倍数体および異

数体をつくり,その子孫における性の表現状態を性染色体と常染色体との比について,普

た放射線処理植物の子孫における染色体異常と性表現との関係について研究している.そ

のはか近縁なる雌雄異株と同株との植物の雑種における性表現も研究しようと交配をつづ

けている.メランドリウムは 4倍体は 10年以上前に得たが,それ以上の倍数体を作るに

困難をきわめているし,アスパラガスでは4年前に4倍体を得たので2倍体と交配中であ

る.また放射線処理のメラソドリウムの子孫には稜々の異常型を得たが,性表現について

*和歌山県立医大第二生理薬学教室特別研究生

**九州大学医学部病理学教室
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興味あるものは,まだ得られない.

2) 細胞の異常分裂誘起ならびに生長抑制 (竹中 ･小川 ･大野): 喧々の抗菌性物質お

よび高等植物の抽出液を,ソラマメとこソニクの根端細胞に作用させて,放射類似作用を

示し,被枚のネズミにいちじるしい延命効果を見たので,その物質の本体を求めて追求

し,セソプリでは Amarogeninが有効成分であることを決定した.

3) タバコ属の細胞遺伝学的研究 (竹中.フロラ･リ1)エソフェル ト): この研究は専

売公社の委託による.タバコ属植物の系統関係を知るための穣間交雑をおこない,それら

の Flの減数分裂を観察している.また半数体をつくり2次対合を見んと,遠縁交配,放

射線照射などをおこなっているが,成果があがらない.つぎにタバコに各種の疾病の免疫

性や耐病性遺伝子を導入するために 2∬および 4xのタバコと種々の野生塩とを交配して

いる.それは同時に低ニコチソタバコを育生することと関連があるので,1961年度 にお

いては,それを主目的として研究し,それらの Fl,F2,F3および F4の低ニコチン含有

量の個体から相当量の採櫨をした.

4) アサガオにおける多面発現機構に関する研究 (竹中 ･島津):1958年よりこの課題

で異なる多面発現遺伝子をもつもの8品種について,多数の交配および佳子の放射線処理

をおこない,その子孫を栽培観察しているが,ほとんど多面発現機構の分断されたものは

ない.例えば縮緬葉遺伝子で台咲が分断されたと思われるものが,翌年は回復したし,獅

子菓獅子咲遺伝子の分断によると思われた並葉獅子咲は,ついに自殖も他殖もしなか っ

た.

5) アサガオにおける不稔の研究 (竹中･土井田): アサガオで美花や杏葉を作るため

にいくつもの遺伝子を複合すると,しばしばいちじるしい稔性の低下または不稔 を起 こ

す.これらの他に1遺伝子で完全に不稔なものとして獅子と柳の遺伝子が知られている.

これらの両遺伝子が雌雄とも不稔であるか,またはそのいずれかが不稔であるか,その細

胞学,形態学および組織学的研卿 こより,また交配突放により追究している.1960年 に

獅子の花粉を稔性高い品種に交配して得た程子の子孫 F2は 1961年に母親と同じもので

あることがわかった.つまり交配していなかった.1961年において獅子を母および父と

して交配した Flが現在生育中であるから,1962年には獅子の雌雄の稔性がわかる予定

である.また柳の雌歪は形態的に不稔であるが,雄歪にはときに裂開する薪があるので,

それを他の晶榎に交配した結果相当鼠の桂子が得られた.Flは目下生育中である.

6) イネ属植物の発生学的ならびに細胞学的研究 (竹中 ･米田･土井田 ･篠原): 土井

瓦はイネ属植物の子房発生過程の研究を多数の柾についておこなったが,珠皮.放心およ

び豚嚢についてお互いの間に差異を認め得なかった.

米田は花粉内の雄核の分裂において核塾を分析しようと試みたが,十分なる成功を収め

得なかった.

篠原は0.saliva3'aponica,0.Salivaindica,0.perenniSについて仁の研究をな
し,そのいずれにも双仁型と四仁型が存在していることを明らかにした.

7) 染井吉野の起原 (竹中): 染井吉野は世界中のものが接木によって増殖されたもの
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であり,その原産地も起原も不明である.竹中はその生育の早いことと,桂子をほとんど

つけないことから雑程ではないかと推定し,1951年からソメイヨシノの榎を播種し,そ

の分離を調べ,オオシマザクラと- ドヒガソの雑種であることを推定した.また 1957年

いらい- ドヒガソとオオシマザクラの間に交配をおこなった.1961年には後者も 9株開

花した.それらの樹,葉および花の形態から,ソメイヨシノは雑種であり,オオシマザク

ラと- ドヒガシの交配 Flであることを決定した.

また桜樹調査の結果,- ドヒガソとオオシマザクラとの両種の唯一の混交分布地帯伊豆

半島に今日もなおソメイヨシノ類似品のできつつあることを見て,ここをその原産地と推

定した.

8) 基本染色体数の諸問題 (竹中 ･米田 ･土井田): 土井田はタデ料の植物について染

色体数と花粉形成ことに荷内の花粉粒との関係を明らかにし,それが分較学の系統と一致

することを明らかにした.その他の研究については 1961年には見るべきものが なか っ

た.

9) イース トの核学的研究 (米田): 前年度に引続 い て Saccharomycesの一種,

Sehizosaccharomycesponbe,Lipo仇yCeS$larkeyi,Torulautilis,Torularubraの核を

細胞学的に追究し,すべての程の核内に染色質と仁とを確認 した.核 分裂期 に,Sa0-

0haromyces,Schiz.pombeの仁物質は娘核に配分されるが,Lip.starkeyi,T･utiliS,

T.rubraの仁は消失する.なお紡錘体様構造が T.utilis,Lip.starkeyiにおいて認め

られた.

10) イネ科の細胞分析学的研究 (館岡):イネ科の細胞分類学的研究の一端として,今

年度は欧米の主要な博物館を訪れ,そこに保存されているイネ属植物の標本を調査し,イ

ネ属のすべての種炉を検討した.その結果,イネ属の種が 22程にまとめられること,お

よびイネ属が6節にわけられることが結論された.

ll) 遺伝学的有用花井の菟集保存 (竹中 ･古里 ･宮沢 ･田村):サクラ･ツバキ ･カエ

デ ･ウメ･アサガオなどの系統を保存している,なお,ツバキについては新らしくユキツ

/,'キ ･ヒゴツバキの系統のものを若干加えた.サクラについても里桜と野生種を若干追加

した.

C.生 理 遺 伝 部
生理遺伝部は遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研究す る部 門であ

る.

第 1研究室 (大島)ではショウジョウパェの殺虫剤抵抗性および限色素形成の機構を引

続き研究したが,本年からショウジョウ.,:ェの自然集団における有害遺伝子の研究を文部

省機関研究費と米国 N.Ⅰ.H.研究費によって協同研究組織をつくって始めた.最近,シ
ョウジョウバエの研究をするものが多くなって5研究部門約 10名の研究者が,生理遺伝

学的ならびに集団遺伝学的にこの材料ととりくんでいる.10 月から前記協同研究に広島

大学理学部動物学教室の皆森寿美夫助教授が流動研究員として参加した.また 10月に新
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築された新館に完全冷暖房装置をもつ飼育室と実鹸室ができ上がり,一部の材料を移し研

究を始めた.

近時,生物集団の遺伝的荷重を誘起する放射線の影響が注目されているが,まず自然集

団中に含まれる有害遺伝子の頻度を知り,その遺伝的荷重におよはす影響を分析し,同時

にそれらの保有される機構を考察することが肝要であろう.このような実験研究にはショ

ウジョウバェはもっとも都合のよい材料である.

第2研究室 (木原)は木原均所長が室長を兼務し,主としてイネとコムギの栽培種およ

び近縁野生種の研究を行なっている.イネの研究には木原と片山研究員 (ロックフェラー

稲委員会)が,コムギの研矧 こは木原と常脇研究員がたずさわっている.阪本研究員は引

き続きミネソタ大学に留学中で,Dr.Wilcoxのもとで園芸植物の細胞遺伝学的研究を行

なっている.

第1研究室 (大島) (1) ショウジョウノミニの殺虫剤抵抗性の研究 (大島):D.pSeu･

doobscura (ウスグロショウジョウバエ) の米国カ;)フォルエア州で採集され,コロソビ

ア大学のドブジャンスキ-教授によって固定された各程の染色体塾の系統,す なわ ち,

AR,ST,CH,TL,PP系統の--のDieldrinの抵抗性を調べた.これらの系統は1960年

春にゆずり受けたものであるが,各系統内の交配および各系統間の交配を行なって染色体

塾のホモおよび-テロの個体をつくり,雌雄別々に DieldrinO.8,0.4,0.2,0.1,0.05%

の試験紙に 1時間接触させたのち 24時間後の致死率を調べた.その結果の分散分析に

よって次のような結論がえられた.〟) ホモとヘテロの-エの間には抵抗性の差異は認め

られない.(p) ホモおよび-テ1,の-工の各系統間には有意な差異があった.(i) 雌のほ

うが雄よりも有意に抵抗性であった.㈹ Dieldrinの各 Doseによる致死率に有意な差
が認められた.(～) ホモ,-テt,系統内において系統と Dose間の相互作用および Sex

と Dose間の相互作用にも有意性が認められた.Dieldrinは最近に使用されだした殺虫

剤のためか,上記の結果からカリフォルニアのウスグロショウジョバェはこの殺虫剤によ

る淘汰を受けたことがないようである.カリフォルニアの自然集団における 1947年以後

の PPの増加は殺虫剤によるものと簡単には考え難く,その集団の genepOOl中に高度

に共適応した PPを含む genecomplexの出現した結果と考えられる.この研究は綜合

研究寺川 ｢昆虫の薬剤抵抗性の研究｣の分担研究である.また第 33回遺伝学会において

大島の昆虫の殺虫剤抵抗性の集団遺伝学的研究に対して遺伝学会賞が授与された.

(2) ショウジョウバエの自然集団における有害遺伝子の研究 (大島,皆森, 不破);

この研究は 1960年から始められたものである.1961年 4月から米国 N.I.H.研究費

を得て,変異遺伝部の向井輝美研究員が協同研究者としてこの研究に加わり,さらに強力

に推進することができた.キイpショウジョウバェの静岡県須山 ･十里木の集団と山梨県

甲府 ･勝沼の集団における第2染色体に含まれる致死 ･半致死 ･低生活力をおこす有事遺

伝子をもつ染色体の頻度は,前集団は約 26% で後集団は約 49% であった.それら致死

遺伝子間の対立遺伝子関係を分析した結果および致死遺伝子を-テロにもつ個体の平均

淘汰係数をもって Prout(1954)の式から前記集団の大きさを推定した.その結果,須
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山 .十里木集団は約 1700,甲府 ･勝沼集団は少なくとも 20000くらいであろうと考えら

れた.

1960年に須山 ･十里木集団から抽出された 23の致死遺伝子をそれぞれ-テロにもつ

個体の生存力を Wallace(1956)の Cy-Pm法によって分析した結果,平均約 3% だけ

2つの正常染色体を-テロにもつ個体よりも劣ることがわかった.また 23の致死遺伝子

の うち 8つの致死遺伝子の-テロ個体の生存力は劣らないで,なかには優るものもあっ

た.さらに2つの異なる致死遺伝子を-テロにもつ個体の生存力も同様の方法で分析した

結果,その平均の生存力は 1つの致死遺伝子の-テロの生存力にまさるとも劣らなかっ

た.一方 X線によって誘発された致死遺伝子の-テロおよび2つの致死の遺伝子の-チ

ロの個体の生存力を同様の方法で分析した結果,その平均生存力は比例的に減少すること

が見られた.この場合は遺伝的背景は比較的に homozygousであるに反して自然集団か

ら抽出した場合は heterozygousである.自然集団では自然淘汰によってできた遺伝子系

の状態,すなわち,共適応の状態が有害遺伝子の有害性を減ずるように作用するであろう

と考えられた.少なくともこの状態が有害遺伝子が自然集団に保有される機構の一つと考

えられるであろう.

(3) 致死遺伝子の人為集団における保有の研究 (大島 ･不破): 1959年に須山およ

び甲府の自然集団から抽出した第2染色体の一つの致死遺伝子を-テpにもつ--のみで

最初の人為集団をつくり6本の管瓶で集団を連続飼育した.その後,約 40代を経過する

間に数回にわたって集団から100 匹の雄をとり出して,その第2染色体のうちで致死遺伝

子をもつものの頻度を調べた.1961年末までに 9つの致死遺伝子の人為集団中の減少の

模様を知ることができたが,淘汰係数を0として理論的に考えられる減少の推定よりも,

ほとんどの致死遺伝子は集団中により多く保有されることがわかった.この保有の機構に

は,唾腺染色体を調べた 2-3の集団に逆位が見出されているので,逆位も関係があるの

かも知れない.致死遺伝子のうちには 40代を経過しても zygoticfrequency が 40%

も保有されているものがあった.

(4) ショウジョウバエの限色素形成とプテ.)ジン代謝に関する遺伝生化学的研究

(辛):セピアプチリソ (黄色限色素)を還元する酵素の特性ならびにその生成物について

詳細な検討をした.この酵素はニワトリから抽出された葉酸還元酵素とほとんど同じ性質

を示し,さらにカイコからも見出された.温度 ･酸素分圧により失活する不安定な酵素で

ある.最適反応条件下では葉酸よりもセピアプチリソをより速やかに還元する.限色素突

然変異穫間のこの酵素活性の比較から遺伝的に支配されることを確認した.これらの結果

から,従来不明であったセピアプチリンとバァイオプテリソの代謝関係が明らかになり,

この確立されたプテリジソ代謝経路のどこからドpソプテリン群が生成されるかの問題を

追究している.幸い松浦貞郎氏 (名大 ･教養 ･化学)の協力を得て, ドpソプチ1)ソの構

造決定に努力しているが,近くその成果が発表される予定である.これらプチ1)ジンの生

成経路に関する研究も残された大きな課題であるが,現在準備中である.

(5) ショウジョウバェの核酸代謝の研究 (平): ショウジョウ,:ェの核酸抽出に閑す
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る最適条件を検討した.従来の僅々抽出操作を組み合わせて行なった結果,生体の状態に

もっとも近い状態で抽出することが困難であるという結論に達した.すなわち,塩濃度に

よる分画操作はどうしても低分子化をひき起すことが避けられないし,また,フェノール

抽出も同じ結果であった.さらに混在する蛋白質はどうしても除去することができなかっ

た.抽出された核酸のイオソ交換体によるクロマ トの結果は,一部分ではあるが,高分子

量のフラクツョソが残っていることを示した.現在,これらの結果から,さらに抽出精製

の最適条件を検討しつづけている.

第2研究室 (木原) 1) イネの栽培 ･野生種の系統維持 (木原 ･片山): 今年度 新た

に採集された 栽培稲 138系統,野生稲 73系統を加えて,世界各地から採集,または送

付された約 4000系統の栽培稲および野生稲を系統維持している.

2) イネのゲノム分析 (木原 ･片山 ･馬淵): 松村研究室との協同研究である.前年度

までに行なった交雑試験に,新たに得た程を加えた SectionSativaに属する 12程の間

の交雑試験とゲノム分析を行なった.Flの細胞学的観察により0.malabarensisは 0.

minutaおよび 0.eichingeriと同じくBBCC,0.grandigluniSは0.latifoliaおよ

び 0.aua と同じく CCDD のゲノムにより構成されていることがわかった.なお,0.

auStraliensisと 0.punctalaについても新らしい知見が得られ,SectionSativaのゲ

ノム分析はほぼ最終段階に入った.

3) イネ属の比較解剖学的研究 (木原 .片山)イネ属各箆の頴の細胞の発育過程を追っ

て解剖学的に研究した.前年度まで行なった SUMP法による表面構造の研究によって,

その構造は榎によって異なることを明らかにしたが,本研究においても,その発育過程に

おける細胞の配列,細胞分裂の方向,細胞膜の伸長様式,表皮の隆起して癌となる位置な

どが瞳によって異なり,イネ属のなかにおいてかなり分化していることが明らか に な っ

た.

4) イネの日長性の研究 (片山): 常用薄明の日長反応におよはす影響を前年度より材

料を豊富に使用して詳細に調査した.明反応のあとに与えられた弱光の影響には系統によ

って種々異なった反応を示し判然とした懐向が見られなかった.日長に対する反応は限界

日長のほか,短日処理累賛効果に対する反応,感応しえる百令などのそれぞれ独立の構成

要素の複合したものであるが,それらと程の分化の関係などを調査した.自然日長の長さ

が年間を通じてほとんど変化しない自然条件下に生検しているある榎の野生植物では内在

的に短日植物として日長に反応し得る形質を有する系統があることがわか り,前述の日長

反応と系統分化の上に一つの鍵を与た.

5) コムギにおける核置換の研究 (木原): 細胞質と核物質の相互作用を探 究す るた

め,コムギ各徒のゲノムを Aegilops,Secaleおよび Agropyron3属の細胞質に導入す

る計画を進めている.現在のところ Ae.caudataおよび Ae.ovalaの細胞質の導入に

成功した.この結果,コムギの形質発現におよぼす Aegilops細胞質の影響は主として雄

性不稔,雄叢の雌荘化に現われるが,同一コムギ瞳に対する 2種の Aegilops細胞質の

影響は必らずLも同一でないことがわかった.このことは Aegilopsの瞳の間ですでに細
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胞質の分化の起っていることを示す.

6) 雌歪化コムギの遺伝学的研究 (木原 ･常脇): Aegilopseaudata の細胞質を持つ

Triticu仇 durum ではすべての雄歪が外見上,完全に雌荘化する.この雌荘化コムギの

遺伝学的研究を行ない,つぎのような結果を得た.雌韮化した雄歪は多くの場合内部に空

洞を持つが,旺珠の形成は全然起らない.したがって雌性器官としての機能はない.この
コムギでは本来の雌丑も発達があるく,大部分の旺珠は不完全な旺嚢しか持たないため,

稔性は正常の 10分の 1近くに低下する.

7) コムギにおける遺伝的壊症の研究 (常脇 ･木原): これまでの研究結果,普通系コ

ムギに見られる遺伝的壊症は三つの補足性因子 Nel,Ne2および Ne8に支配されている

こと,これらの因子の枚定品塩として,Kharkov (nelNe2Ne3),Prelude (Nelne2Ne3)

および T.仇aChasublelschumicum (NelNe2ne3)の 3品塩が有用であることが明らか

になった.この検定品瞳に普通系コムギ 15系統,合成コムギ 12系統を交配した結果,

Nelne2ne3,nelne2Ne3,NelNe2ne3,Nelne2Ne3,nelNe2Ne3の五つの遺伝子型を持つ系

統を分現することに成功するとともに,二粒系コムギには Nelは非常に広く分布してい

るが Ne2はほとんど存在していないこと,Ae.squarrosaには Ne3のみが分布してい

ることが判った .

8) 合成コムギのモノソミック分析 (常脇): 合成コムギの4系統を用い,そのモノソ

ミック分析を行なった.この結果,普通系コムギに知られている Sgl座位の S910とSgl

因子は Aegilopssquarrosaの相同染色体上に,また Sg2座位の Sg2,Sg20および sg2

因子,Sg3座位の Sg3および sg3因子,Hg座位の Hgおよび hg因子のすべては二

粒系コムギの相同染色体上に存在することが明らかになった.これに反し,普通系コムギ

に知られている Sgl,Bl,B2因子は,ここに使用された祖先塩の系統にはなく,逆に祖

先型にぎ三見された W,Zl-W および L2-W の相同因子は今のところ普通系コムギに知ら

れていない.このような倍数体とその祖先在の比較遺伝子分析は,倍数体の成立を追究す

るうえに重要な手段を提供すると恩あれる.

9) -染色体コムギの放射線学的研究 (常脇): コムギの個々の染色体の機能を探求す

る研究の一環として,21系統の-染色体コムギにγ線照射を行ない,その影響を調査した.

この結果,Mono-ⅤⅠⅠ,ⅤⅠⅠⅠ,ⅠⅩ,ⅩⅠ,ⅩⅠⅠ,ⅩⅤⅠおよび ⅩⅩⅠの γ線に対する抵抗性はほ

とんど正常植物と変わらないが,他の系統はいずれも正常植物より高い感受性を示した.

HomoeologousgroupVIⅠに属する染色体のモノソミックスは 3系統とも正常植物と同

程度の抵抗性を示し,groupIIに属する染色体のモノソミックスは 3系統とも同程度の

感受性を示し,しかもその反応の型は同じであった.このことは,これら二つの homoe-

ologousgroupに属する染色体は,放射線学的にはほとんど機能の分化を起していないこ

とを示す.他の五つの群に属する染色体は多かれ少なかれ分化しているようである.
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D. 生化 学遺伝部

生物が発生の過程を経て成長し,生存するためには,その生物を構成している細胞の核

内の染色体上のたくさんな遺伝子の働らきにより租々の代謝作用が営なまれ,これが薫 く

べきほど巧妙に組み合わさってゆく.生化学遺伝部では動物,植物あるいは微生物を材料

として,このような遺伝子を中心として営なまれる生体内の遺伝現象の生化学的研究を行

なうことを目標としている.例えば遺伝子とは何か,その内部微細構造はどうか,それは

どのような働らき方をするか,これからできたものが 細胞質とか環境の協力をえて種々

の形質発現に至るにはどういう過程を経るかなどについて追究し, さらに遺伝子の変化

について生化学的な研究をなすがごときである. 本年度の仕事としては,第 1研究室で

は,カイコ,ショウジョウバエなどの昆虫を材料として プチリジソ代謝に関する遺伝生

化学的研究が続けられ,第2研究室では動物臓器組織特異性蛋白の研究,とくに筋蛋白質

の分化,動物細胞分裂物質の研究,制癌性植物成分の研兜,および植物の花色の遺伝生化

学的研究が続けられた.また第3研究室では 細菌の遺伝学的研究が続けられ,特 に Sal-

nonellaを材料として鞭毛の生合成に与る遺伝子群について詳しい研究が行なわれてい

る.

第 1研究室の坂口研究員は昭和 34年 8月よりアメリカの--ル大学に留学中のところ

36年 8月末帰任した.しかし入れ代わりに名和室長が同国テキサス大学に留学 のた め

9月 27日出発した.なお坂口教官は 12月室長に昇任し,形質遺伝都第 2研究室に配

置がえとなった.

第 1研究室 (辻田 ･名和); 生体内に営なまれる代謝あるいはこれに閲適した生細胞内

の状態が遺伝子の働らきにより,どのように制御されるかについてショウジョウバエやカ

イコなどの昆虫を材料として研究が行なわれている.

1) カイコの幼虫皮膚に含まれるイソキサソ トプテリソの遺 (辻田): カイコの正常塾

(+ le仙/+len) の幼虫皮膚中にはプチ1)ジソ代謝の-終産物たるイソキサソトプチリンが

蓄積する.1個体当たりの量が幼虫の発育とともにどのような増減を示すかについて調べ

た.その結果によると,絶対量は令のはじめより食桑とともに漸次増加するが,眠前より

眠中にわたってその量が減じ,起蚕になって著しく増量する.しかし単位乾尭皮膚重量に

対するイソキサソトプテリソの量の比は,令の始めが最高で眠期に近づくにしたがって減

少することが明らかとなった.

2) 黄体色淡色化遺伝子 + dト le仇 の作用機構に関する研究 (辻田): 黄体色蚕 (le咄

len)では黄色色素を色のない物質に変える酵素プチリソ ･レダクタ-ゼを欠如するため,

黄色色素が皮膚細胞中に蓄漬し黄色を皇するのであるが,同じ Iem/lem 遺伝子型の幼虫

でも極めて淡色の系統がある.これは第 ⅠⅠ染色体に座位する別の劣性遺伝子がホモであ

るときにこのような状態になるのであるが,この遺伝子が Ie仇 遺伝子との共存において

どういう働らき方をするかについて実験中である.

3) タバコに含まれるアルカロイドとその葉面よりの発散に関する研'死 (辻田): この
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仕事は専売公社の受託研死として行なわれたものである.タバコの葉中に含まれるアルカ

ロイドのうち主なるものはニコチソ,ノルニコチソおよびアナ,(シソなどであるが,なか

でも一般栽培用のタバコの葉の成分として普遍的に含まれているものは前二者である.本

年度はタバコの晶塩とニコチソ発散の多寡について実験した.すなわち,ブライ トエロウ

(非紅 葉系統),ブライ トエロウ (紅葉系統),バーレイ 21号,RMBL,NFT および

Nicotianaglutinosaなどについて,それらの発育と成熟過程における棄中のアルカロイ

ド含有量の変化,菓面よりのその発散量について調査した.用いたこれらの品種あるいは

系統により,ニコチソとノルニコチンの含量は異なり,発育に伴なう二成分の量的変化も

それぞれ特徴を示した.とくに興味あるのはブライトエロウの非紅葉系と紅葉系であり,

外見的には区別つかないこれら二者の間では発育に伴なうニコチンおよびノルニコチンの

含量および,成熟期におけるニコチンの発散状態に顕著なちがいがあることが判った.い

わゆる紅葉遺伝子は発育期より成熟期にいたる長期間にわたって働らくことが窺知 され

た.

4) プチリソ･レダクターゼの作用機構 (名和): プテリン ･レダクターゼの働らきに

より黄色色素 (dihydropterin)が色のない tetrahydropterin に変わるの払 どのよう

な変換過程を経るかについて実験が行なわれた.

5) プチリジソ代謝産物の起源 (名和): 名和研究員は9月末アメリカのオースチソの

テキサス大学動物学教室に留学し,Forrest博士とともに黄色色素のようなプテリジン核

を有する化合物が,細胞のなかでどういう物質に由来するかについて研究中である.シ占

ウジョウバ-やカイコなどの昆虫には,上記の黄色色素 (dihydropterin)以外に,もう

一つ別の黄色色素 isosepiapterinが少量含まれるが,invitroの実験でこれと同様の黄

色隻光物質を合成しうることを見出した.

第2研究室 (小川) 1) 臓器組織特異性蛋白質の発生遺伝学的研究 (小川): 発 生 初

期や再生時における臓器組織の化学的分化のしくみについて筋蛋白質を中心に研究してい

る.

すでに基礎的事項の調査を了り,現在は温度,薬品および Ⅹ 線照射の影響などから,

筋蛋白質の生合成に密接な関係を有する諸要因の発見とそれらの役割の解明に研究の主点

が向けられつつある.

本研究は文部省科学ITeT一発敢 (各個)によって進められている.

2) 動物の細胞分裂物質に関する研死 (小川): 細胞の分裂増殖とそれらの制御機序に

関し癌鋸鳳 発生初期の腫ならびに再生組織を材料として臓器分化の問題と密接な連携を

とりながら研究している.このうち癌細胞に関する事項は総合研究 ｢担癌動物の代謝異常

に関する生化学的研究｣(代表者: 山村雄一郎博士)の分担課題となっている.

3) 制癌性植物成分に関する研究 (小川): 総合研究 ｢制癌性抗生物質の研究｣(代表

者:住木諭介博士)の分担課題として本年より開始された.動植物学にわたる専門家を確

し,緊密な協力をうることのできる当研究所は材料の選択菟集に適切な指導と援助とを仰

げる絶好の環境と思 う.本年の調査は Todai6Rhizoma,SennaeFolium,Glycyrrhizae
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Radix,UvaeUrsiFolium,Vitis-IdaeaeFolium,PlatycoliRadix,Aloe,Polygalae

Radix,GinsengRadix,RharbitisSemen,SenegaeRadix,Condur･angoCortex,

RheiJapaniaeRhizomaおよび HumuliStrobiliの 14種におよんだ.そのうち Gly-

cyrrhizaeRadix(ChineseLicorice)は毒性少なく,担癌宿主の全身所見を好転せしめ.

延命効果のあることをみいだした.有効成分の分離に努力している.

4) 花色の遺伝生化学的研究 (遠藤): 1960年 末選抜中のアサガオ花色変異系統のう

ち,pr,mg,dy.dk,dk,di,iおよび Jt計八つの遺伝子座について,ctを marker

に用い,できるだけ均一な geneticbackground をもつような系統の育成が続けられて

いる.このうち標準色4系統,育 (++),栄 (pr+),暗紅 (十mg)および赤 (prmg)

の花冠のアソトシアニンの調査がなされた.その結果,青色花と紫色には同種煩の,少な

くとも七つの7ソトシアニソ (大部分はペオニジソ配糖体)が含まれ,したがって,pr

の作用はこの場合色素以外の要因を支配するものらしい.一方,暗紅色花と赤色花には,

互いに異なる八つのアソトシアニン (主要色素はペラルゴニジン配糖体)が検出されるの

で,prは mgと共存するとき,ある程度アソトシアこソの配糖体化に独自の効果を発揮

することが予想された.

第3研究室 (飯野) 本研究室では細菌とバクテリオファージを材料として遺伝子の構

造と作用についての基礎的研究を主として行なっている.

1) 鞭毛合成系の遺伝学的分析 (飯野 ･佐々木 ･広川 ･榎本): 昨年に引きつづいて米

国の NationalInstituteofHealth(NIH)より研究費の補助を受けて行なわれた.この

研究はサルモネラ菌の鞭毛蛋白質を材料として,特異蛋白質の生合成にたいする遺伝的支

配の横柄を解析することを目的としている.方法として鞭毛の生合成を支配する遺伝子群

の導入による微細構造分析,突然変異によって生じた異常鞭毛蛋白質の化学的,免疫学的

比較分析を平行して進めている.個々の研究成果の概要は NIH 研究費による協同研究の

項に述べられている.

2) ファージの宿主域突然変異に関する研究 (佐々木): ファージと紬韻との仙互作用

の遺伝的機構を分析し,ファ-ジ感染の過程を明らかにすることを目的として,chiフ ァ

ージ-サルモネラ菌系をもちいて昨年度より継続して研究を進めている.chLフ7-ジは

運動性の鞭毛をもったサルモネラ菌に増殖するが,g群の鞭毛抗原をもつ菌にはまったく

増殖できない.このような抵抗性の細菌に増殖する宿主域突然変異ファージ株を得,その

宿主分布を調べることによって,g群のサルモネラ菌の抵抗性は鞭毛抗原を含めた若干の

因子の複合から成ることを明らかにした.

3) 多剤耐性化現象の遺伝学的研究 (飯野): この研究は綜合研究 ｢薬剤耐性伝達因子

(つ研究 (代表者: 秋葉)｣の分担課題として行なった.多剤耐性因子の伝達によって耐性

化した腸内細菌は,しばしは細胞表面構造が変化しムコイド型となるが,これは伝達因子

による変換現象ではなく,耐性化に続いて二次的に起るムコイド塾突然変異によることを

明らかにした.また紫外線限射およびアクリジン色素処理によって,耐性菌よりの部分的

耐性あるいは伝達性の消失の様式について検討した.



研 究 の 概 況 23

E. 応 用 遺 伝 部

応用遺伝郡では,農作物や家畜など,有用な動植物の育種に関係のあるいろいろの基礎

研究を行なっている.部は3研究室に分かれ,第1研究室は動物育榎の,第2研究室は育

榎方法の,第3研究室は植物育種の,それぞれ基礎的研究をしているが,本年度の概要を

述べると次のようである.

第 1研究室 (山田) 1) ニワトリ陳の γ線による表塑模写出現頻度に関する研究 (河

原): WL,BPR,NG,WL と後二者の Flならびに,戻し交 雑 の腔に 137Csの γ線

600r を照射した.照射は植卵後 0,24,48,72および96時間の陳に行なった.その結

果48キ間涯がもっとも冨率に表塑模写を現わしたので,この時期を中心に研究した.表型

模写出現旗度に対しては母体効果と遺伝子型が関与しており,前者は後者よりかなり大き

な影響があった.

2) ニワトリの初期腫成長に関する研究 (河原): WL,BPR およびそれらの Flの

48時間肝における中旺葉体節数を測定した.その結果,WL (16153対),BPR (16･05

料)には差はなかったが,WL9×BPRS (15.46対) は純料程に比して多少少なかっ

た.しかし,その逆交雑 (18.27対)は他の3群よりも多く,-テロ-シスがみられた.

3) 異常温度に対する初生雛の感受性 (河原): WL,BPRおよびそれらの Flを用い

た.処理は低温 (loC,120分),高温 (42.5oC,loo介)とし,全兄妹を 2処理群に分け

た.低温に対しては Flは感受性が低く,-テロ-シスを示した,しかし,高温に対して

は純粋鎧よりも高い死亡率を示した.全兄妹死亡率間の2処理区の相関は純粋租では高い

負の相関を示したが,Flでは野署な関係はなかった.

4) 乳牛泌乳形質に関する遺伝的ならびに環境的要因の研究 (山田･河原):高等登録ホ

ルスタイソ穣牛 7190頭について,泌乳茄,乳脂率ならびに乳脂塁の県間および県内父間

の分散を推定した.その結果,双方とも有意であった.これら分散の叡内相関係数は,そ

れぞれ泌乳量で 0.19,0.ll,乳脂率で0.ll,0.20,乳脂量で0.23,0.11と推定された.

第2研究室 (酒井) 1) 動植物における競争の研究,2) 育穫法に関する理論的研究,

3) 植物の量的形質に働らく細胞質効果の研究,4) 栽培イネの起原に関する集団遺伝学

的研究および 5) タバコの量的形質に対する遺伝質と環境の影響に関する研究を行なっ

ている.現在,井山審也教官を米国ミネソタ大学に留学させているために,上記の研究は

酒井室長の他,下記の成瀬隆,鈴木昭男,後藤岩三郎,岡田辛郎各研究員の手によって行

なわれている.

1) 動植物における競争の研究においては,目下文部省奨励研究生である成瀬研究員が,

ショウジョウバェを使って,移動と競争との関係を追求し,移動には,集団の圧力による

マス移動と,個体に自発的に起るラソダム移動とがあり,それらがそれぞれ遺伝的である

こと,移動によって,異なる遺伝子型間の耽争効果が緩和され,競争力の弱い遺伝子型で

も絶滅をまぬがれることなどを見出した.

2) 育塩法に関する理論的研究は,昨秋から半年間,農林省林業試鹸場の岡田技官を,
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内地留学生として受入れて,林木を主とした永年植物の育種法に関する基礎的研究を行な

っている.なお,本研究室ではセイtlソココヤシ研究所と連絡をとり,ココヤシの青笹法

に関する併発も行なっている.

3) 量的形質に働らく細胞質効果については,現在のところ,主としてアサガオの粒重

について研究を進めているが,いままで判ったところでは,アサガオの粒重は,母植物の

細胞質によって部分的に支配されるが,この細胞質の効果は,温度によって大きく影響さ

れることが知られた.この細胞質効果は,理論的には,温度の条件さえ充たされれば.雑

種後代まで続くと予想されるものである.

4) 栽培イネの起原に関する集団遺伝学的研究は,前記の成派研究員の他,pツクフェ

ラー研究敦による鈴木昭男研究員および流動研究員LLl形大学助教授後藤岩三郎研究員の手

によって進められているが,研究の焦点を常に野生イネの自然集団における遺伝変異の分

析におき,粒形質,開花結実の特性,幼植物の生育速度のほか,特に後藤研究員によって,

イモチ病抵抗性の遺伝変異の分析が行なわれている.

5) タノミコの量的形質に対する遺伝質と環境の影響に関する研究では,目下こコチソ含

量と収量を主とし,それらに対する栽植密度の効果および肥料用畳の効果を, 7校の遺伝

子型について分析している.

第3研究室 (岡) 1) アフリカにおける野生稲 Oryzabreviligulataの校内変異の研

究 (森島･岡): 0.breviligulataの各位形質における位内変異から, 多変量解析のプj法

によって変異の方向を求めた.一つだけの明瞭な変只のjJ-向が見山され,それは 栽1.,17-也

0.glaberrimaとこの野生隆との間の連続変異を示すものであった.また 0.stapfiiは

0.breviligulataと同一程であることが認められた (Evolution印刷中)

2) Oryzaperennisの地理的分化 (蘇島 ･日向 ･岡): 0.perennisは世界各地の熱

帯に分布しているが,地下茎の発達程度その他程々の形質の変異からみて,便宜的にアジ

ア型,アフリカ塾 (barthii),アメリカ塾 (cubensis)に分析できると考えられる.各地

から採集された多数の系統を用いて,形質変異の調査とともに,一定のTest-strainにそ

れらを交配した.アフリカ型とアジア塾の間ではしばしば交配範子の退化が見出された.

アメリカ塾とアジ7塾の間には交配の困難はないが,Fl雑種は多くの場合に高度不稔性

を示した.これらの問題については研究を継続中である.

3) アジア各地の0.perennis系統における雑瞳不稔関係 (日向 ･岡): perennis型

ならびに SPOnlanea塾を含む多数の0.perennis系統を0.perennisおよび 0.saliva

の Test-strainに交配した.野生稲系統の大部分はすべての Test･strain との Flにお

いて高い稔性を示し,栽培稲品位間 Flの部分不稔性は栽培化に伴なって発達することが

見出された.一方,野生稲の同一系統から多数の個体を とってTest-strainと交配する

と,すでに岡･張 (年報10号)が述べたように,野生稲集団内には雑観不稔性に関する遺

伝的変異が多量に含まれていることが認められた.(Evolution印刷中)

4) 0.glaberrimaと 0.sativaとの間の雑種不稔性 (日向 ･岡): すでに知られて

い草ように,両種の間には一般的に高い不稔性が見出されるが,多数の系統を用いて調査



研 究 の 概 況 25

すると,0.perennis系統の一部には 0.glaberrimaとの間に最高 25% に達する花粉

稔性を示すものがあった.0.salivaの晶瞳にも稀に0･glaberrimaとの間に最高 10%

に達する稔性を示すものが見出された (未発表).

5) 0.savitaと 0.glaberrimaとの4倍体雑種 (日向 ･岡): 両塩それぞれ1系統

の Colchicine処理による 4倍体系統を交配してFl植物を作った.その花粉稔性は約

45%,榎子稔性は 25% くらいで,花粉母細胞においては 4価染色体数は 3-10個平均

4.38であった.4価染色体数は両親のそれと比較して約 2個少なかったが,この現象は

0.sativaの遠縁晶穐間にも同様に見出される.4倍体雑程F2における形質の分離は研

究中である.

6) 野生稲系統問の耐早性と浮稲性の変異 (森島 .日向･岡): 0.perennisには 0.

sativaに比べて耐早性 (Mimosa法による)の強い系統が多い.0.glaberrima と 0･

breviligulataには耐早性の弱い系統が多い.これらの畦にはすべて浮稲性について変異

が見出されるが,野生型0.perennisと0.breviligulataの大部分の系統は浮稲性を持
っている.耐早性と浮稲性との間には相関がない (Ind･Jour.Genet･& Pl･Breed･印

刷中).

7) 0.saliva品位間の雑程崩壊現象の遺伝学的機構 (岡): Flは高稔性であるのにか

かわらず,F2以後の世代に出現する不稔性は "diplontic"であり,母体を通じて稔実を

支配する重複遺伝子の特定の劣性組み合わせによることが推定された (日本遺伝学雑誌印

刷中).

8) 野生栽培中間型の稲品位と日本型の起原 (岡 ･張文財): イソドJeypore地区の

稲品種については前に報告したが (年報9号),今回その調査をはば完了した. 同地区の

野生栽培中間型系統のうち, 野生種に近いものは perennis塾であるから,栽培稲は

perennis型から生じたと考えられる.またイソド塾一日本型の分化は栽培型に近づくと

ともに漸次発達する.したがって,栽培稲のイソド塾と日本型は同一の野生柾に由来する

ことが示された.中間型系統では,形質の変異と雑珪不稔関係との相関はほとんど見出さ

れなかった (Bot･Bul.I.Acad･Sinica印刷叫 .

F.変 異 遺 伝 部

本年度は実質的に施設や人事の移動も少なかったが,研究の基礎が確立され成果をうる

ようになった.第1研究室 (動物)は松村清二郡長が室長を併任したままで,土川清,向

井輝美の両研究員がおり,向井はアメリカNIH の研究費による "集団における有害遺伝

子の研究"(大島生理遺伝部長担当)を分担し,京都大学農学部大学院学生の千枝貞男の

協力をえた.またネズミの研究では杉本勉特別研究生が短期間であるが協力した.国際原

子力機構 (IAEA)の契約による "放射線突然変異率の研究"(田島形質遺伝部長主任)が

終了し,その協力者の村松晋は5月に当所の研究員となったが,9月より放射線医学総

合研究所に転出した.第2研究室 E(植物)は変わりなく松村部長,藤井研究員のほか,
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Rockefellerの "栽培稲の起原の研究"には勝星敬三,また IAEA との契約による =作

物育榎の放射線利用の研究" (松村郡長主任)には馬淵智生が協力した. 第3研究室 (放

射線)は近藤宗平喜長のほか,IAEA (田島部長主任)の協力者であった石和浩美が4月

より研究員として採用された.

昨年度入荷のはずの 137Cs4,000curieはオーク.)ッジ研究所の都合で到着が遅れてい

たが,年度末には入荷できる見通しがついた.

各研究室の研究内容はつぎのとお りである.

第 1研究室 (枚村) -ツカネズ ミとショウジョウバェを用いて, 放射紋による突然変

異率の研究を行なった.

1) 特定遺伝子座法による-ツカネズ ミの突然変異率の推定 (ニト川)は,3.7r/minの線

量率を用いて実験を行なった.なお正確な突然変異率を求めるため実験を継続中である.

2) HALDANE の方法による劣性致死突然変異率を求める研究 (土川)は,-ツカネズ

ミの dba系を用いて2世代の照射を完了した.

3) その他,ijj一紙電気泳動法による-ツカネズ ミの-モグロピソ型についての研究 (土

川),および 1-methy1-2-phenoxyethylhydrazinium の優性致死誘発に関する予備実験

を行なった (土川 ･杉本*).

4) キイロショウジョウバェにおける適応度に関する-テローシスの研究 (向井･千桂)

は昨年度にひきつづき,育成された純系のキイロショウジョウバェの生存力に対する放射

線誘発突然変異の-テロの効果を調べること,および生存力を支配しているポリジーンの

自然突然変異率を推定することにより,現在,放射線の集団への遺伝的障害の推定にさいし

て問題となっている自然集団の遺伝的構成に関する2っの相対する学読(古典学説と平衡

学説)を検討した.さらに単一劣性遺伝子による-テロ-シスの分析も行なった.

臣′5) キイロショウジョウバエにおける放射線誘発ポ1)ジーソ突然変異率の推定 (向井 ･

千榎)では,放射線の人塀におよはす遺伝的障害慶を推定する1根拠として,胸側板剛毛

数を支配しているポ1)ジ-ソの Ⅹ 線誘発突然変異率を推定し,ポリジーソの突然変異率

が主遺伝子のそれに比して著しく高いことがわかった.体重を支配するポリジ-ソ突然変

異の研究材料も準備されている.

第2研究室 (松村) 主としてムギやイネの放射線遺伝学的研究をつづけた.

1) 放射線障害と遺伝的影響の線量率依存性 (松村 ･藤井 ･馬淵)は総合研究 "照射条

件の差異による放射線障害の解析的研究"(代表者 松村)の分担である.陸稲を用い,線

量率を高中低の3段階としてγ線を5-30kr照射した.発芽,芽生の伸長,稔性におよぼ

す影響は昨年度調査し,低線量率のものが照射後播筏までの貯蔵効果が著しいことがわか

ったが,本年度 Ⅹ2の葉緑素突然変異を調べたところ, 逆に高線量率のものだけが変異率

が高 く,貯蔵効果よりも上まわって回復現象がみられ,線量率依存性が認められた.

塀似の突放を貯蔵効果をとくに調べる目的で計画し,発芽,芽生の生育を調べ,昨年度

*特別研究生
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の結果を確めた.糖およびアミノ酸の消長では一部逆の結果をえた.

2) 一粒コムギのγ線と熱中性子照射におよはす珊素の影響(松村 ･馬淵 ･近藤)は総合

研究 "原子炉ならびにγ開場の共同利用に関する遺伝育伍学的研究"(代表者 松尾孝嶺)

の分担として研究された.水および 0.1-1.0% の欄酸水溶液に浸潰後,熱中性子とγ線

照射を行ない,芽生の伸長,稔性, 染色体異常および葉緑素突然変異などを調査した.γ

線照射のものには珊酸の前処理はほとんど有効でないが,熱中性子処理には著しく効果が

あり,一般に熱中性子の RBE (生物学的効果比率)がγ線に比し10倍も強いのは,瞳子

にごくわずか含まれる破素に中性子が作用してα線をだし,その効果が著しいことによる

と結論できた.

3) 一粒コムギの葉緑素突然変異体の研究 (藤井)では生存力をもつ変異体間の交配実

験が引続き行なわれた.Virido-albina-5066と同一 5069間のFlは正逆交雑ともに変異

体の形質を示した.しかし,両者の間には形質に若干差異があることから複対立遺伝子で

あると推定される.他の27組合せでは Flはすべて正常の緑色を示し,同じような形 質

をもつものでも異なった遺伝子に支配されるものが多く,葉緑素形成は複雑な段階を-る

ことを示す.

このような葉緑素突然変異はコムギの槌子照射では,Ⅹ2で同じ Ⅹ1からの2またはそ

れ以上の穂に同じ形質の突然変異を分散することが多い.コムギにおける穂の分化と突然

変異率との関係について若干の結果をえたが,さらに実験を継続する.

4) 放射線を照射されたコムギ芽生の生長抑制とコムギ赤さび病菌に対する感受性の変

化について突放を行なった (餅屋).芽生長は線量の増加にともない減少し,1krより平

衡状態に達した.さび菌に対する感受性の線量は増加にしたがい増し,5krより平衡状

態がみられた.この感受性の増加はコムギの生長点の生長抑制および生育停止によると思

われる.

その他,IAEAの契約研究 (松村)ではオオムギの発芽,生長およびその染色体異常に

およばす放射線の影響を線量率と照射時期の点から検討することや芽条変異の誘発に関す

る研究は木原生物学研究所と共同で行なった.

5) 栽培イネ近縁種および遠縁租のイネいもち病菌に対する感受性の系統間および系統

内の変異について研究 (勝藍)を行ない,栽培近縁種内には系統内変異が大きいものがみ

られる.遠縁榎は比較的少ないようである.系統間の感受性の変異は両者ともに大きい.

6) ビートの雄性不稔に関する細胞学的研究 (松村)は総合研究 "雄性不稔性とそれに

関する諸問題" (代表者 木原均) の分担研究として,雄性不稔のど-トと野生程 Beta

仇 arilima との交雑を行ない,その不稔性の分析を行なった (木原生研 太田朋子と共

同).

第3研究室 (近藤) 突然変異生成機構の生物物理的研究と線量測定が主題目である.

1) 突然変異生成機構の過程に対しては昨年度に放射線に対する場合の考察を試みた.

今年度はこれを推し進め,化学物質と放射線による突然変異生成機構の相違に対し理論的

考察を加え,次年度以降に行なう化学物質によるバクテリオファ-ジの突然変異の研究の



28 国立遺伝学研究所年報 第 12号

準備を行なった (近藤 ･石和).

2) 昨年に引きつづきポリジーソ的突然変異の理論的考察を行ない,変異率の算出理論

を提供した (近藤).

3) さきに発表した突然変異のクラスター的出現に対する理論を用いて自然突然変異の

多く出現する性細胞発育段階の推定法を提案し,カイコの資料に応用した (近藤 ･田島)I

4) 高等生物に対する放射線効果の線質による相違に関する外国の賃料を分析し,その

理論的説明を試みた (近藤).

5) 昨年に引きつづきコムギ榎子を 32P水溶液につけた場合とγ線を照射した場合との

効果を比較するための改良した方法を考案し処理を行なった (近藤 ･石和).

6) 60Coγ線照射の場合は,その被照射物休の入射袈面近くで吸収線量が深さにつれ

て大きく変動する.このことを利用してコムギ,イネの種子の歴の向きを上下反対にした

場合の効果を比較し,範子-の効果は歴の吸収線量によって主に決定されることを示した

(近藤 ･石和).

7) 遺伝研および原桝のγ線照射室の線畳測定を化学線量計 (Fricke)で測定し,さら

にガラス繰畳計を用いて原研 JRR-1原子炉内の熱中性子とγ線線量の分離測定を行なっ

た (近藤 ･石和).

G.人 類 遺 伝 部

今年は入校遺伝郡にとって創設第1年の歩みに相当しており,人員と設備の充実に主力

が注がれた.昨年末の平泉教官の発令につづいて,春には松永 英が専任部長として,外

村 晶 ･外村 (豊福)泰子が研究員として着任した.ついで7月には新らしく第2研究室

が設置され,これまで形質遺伝郡に所属していた木村資生が室長として配置換えになり,

それに伴なって第1研究室の平泉は第2研究室に配置換えとなった.かくして在来の1部

2研究室の姿がようやく整ってきた.

第 1･第2の両研究室はともに人塀の遺伝に関して研究することを目的とするが,第 1

研究室では主として人類の正常ならびに病的形質の遺伝学的研究がなされており,第2研

究室では人類集団の遺伝学的理論と統計的分析方法に関する研究が行なわれている.この

ほか随時に,外部からの遺伝相談にも応じている.

研究室は設備の点でまだ不備のところが少なくないが,幸い 10月からRockefeller財

団の補助金を得ることができたので,追々と必要な研究室の施設と図書の充実が計られる

であろう.

第1研究室 (松永) 1) ABO血液型に働らく淘汰の機構に関する研究 (松永 ･平泉):

ABO血液型に働らく淘汰機構として, これまでに母児間不適合による流死産,新生児溶

血性疾患の起こることと,血液型によってある瞳の成人病に対する曜息性に差異のあるこ

とがわかっていた.松永 ･平泉は日本人の家族調査資料について "児数相当量 "の概念

を導入して分析した結果,すでに受精前に淘汰の起っていることを立証した.この淘汰は

ZdIO,ZBP の-テロの父の場合にだけ一致して検出され,IO遺伝子をもった精子は理論
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比 50% よりも有意に高く,約 55% の割で受精に関与していることがわかった.これに

関する予報的報告はやがて Science に印刷されるが,詳細な報告は目下準備中である.

なお松永は 8月に Hawaiiで開催された第 10回汎太平洋学術会話に招かれて,血液型

に働らく淘汰機構に関し講演した.

2) 耳垢型の多型現象に関する研究 (松永): 人間のミミアカにみられる乾湿両型の多

型は,日本人を含めたモ-コ入超できわめて顕著であるが,白人 .黒人の集団ではその大

多数が湿型のため,ほとんど欧米の学者の注意をひかなかった.松永は耳垢型に関するこ

れまでの研究成果を系統的に整理し,この変異の含んでいる遺伝学的,人炉学的の意義を

考察して,Ann.HumanGenet･に投稿した.なお乾型と湿塾の ミミアカの間の差異を

生化学的に分析した結果,前者は後者よりも相対的に蛋白部分の比率がより高く,脂質部

分の比率は逆により低くなっていることを見出した.

3) 網膜謬腰の遺伝学的研究 (松永): 網膜腰腰は幼児の眼を冒す悪性の腰京で,わが

国での頻度は出産児当り約 4･2×10~5である. 稀に不規則優性に遺伝するが, 強い淘汰

を受けるため成人するものが少なく,大部分が健康な両親から散発性に現われている.こ

のような散発性症例のうち治療を受けて成人したものの遺伝予後を追求した結果,両限性

のものは遺伝子突然変異によるとみなして差支えないが,片眼性の症例はその大郡分が非

遺伝性の表埋模写と考えるべきで,真に遺伝性のものは約 8% に過ぎないことがわかっ

た.この所見は,優生学的に重要であるだけでなく,網膜謬腫遺伝子の突然変異率を知る

上にも必要である,以前に得られた賃料に適用して計算すると,日本人における網膜腰腫

遺伝子の突然変異率は約 8×10~6 と推定され,欧米人で得られている 6-7× 10-6 の値

とはば等しい.

4) 人類の染色体異常に関する研究 (外村): 染色体研究技術の畔脚的な進歩に伴なっ

て,これまで不可解な遺伝現象と見倣されていた人類の遺伝性疾患のなかには染色体異常

に起因するものがかなり多いことが判明してきた.外村は末梢血増養法によって,Down

症候群,Turner症候群,Klinefelter症候群などの染色体を調査し,染色体の数的異常を確

認した.このような染色体の数的異常は,理論的に,細胞分裂時における染色体の不分離

現象に基づいているものと考えられる.しかし,染色体の不分離が,精子形成,卵 子形

成,あるいは受精後の初期卵分割のいずれにおいて起りやすいのか,またその要因は何か

ということについては現在まったく不明であり,これらの問題について資料を蒐集中であ

る.なお,小頭,結節性脳硬化症,無汗症,副腎性器症候群などの染色体を分析した結果

は,いずれも染色体数 46で,数的にも,形態的にも染色体の異常は認められなかった.

5) 日本人女性における好中性多核白血球のいわゆる drumstick の出現率 (外村 (豊

宿)･外村): 女性の末梢血塗抹標本において好中性多核白血球中の 2-3% に Hdrum-

stick"と呼ばれる核付随小体が観察される.しかし男性のそれでは一般には認められな

い.この多核白血球核における性的二塾は,性染色質とともに性的異常の遺伝的性の判定

に広く利用されてきた.外村らは日本人女性における "drumstick" の出現率,とくに

年令による出現率の差異を検討した. 日本人女性 100名においては,500の多核 自血
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球中に出現する "drumstick"の数は平均 12･6個である.また 37才以下においては,

14.21±0.7個,37才以上では 9.8±0.6個の出現率を示し,明らかに年令的に有意差が

認められた.さらに年令層を網羅して,近く発表の予定である.

第2研究室 (木村) 1) 集団遺伝学の理論的研確 (木村): 木村はウィスコソシソ大

学医学遺伝部主任の J.F.クロウ教授と共同研究を行なうため,本年 5月渡米し,次の

研究を行なった.このうちの後半以後はすべてウィスコソシソ大学で行なわれたものであ

る.また同教授と協同で集団遺伝学に関する専門書の完成につとめている.

イ) 突然変異による荷重の計算:有害な突然変異遺伝子の出現が集団適応度におよぼす

影響については,すでに昨年簡単な場合について計算したが,本年は非相加的な作用 (-

ビスタシス)を仮定し,二,三の興味ある場合について適応度の減少率を求めることがで

きた.

ロ) 適応的進化の過程における遺伝的情報の蓄積:この問題に関して過去に行なった研

究は本 年英 国の GeneticalResearch 雑誌に発表したが,各種の生物より抽出された

DNA 分子における G-C (グアニソ･サイT.シソ)の割合の榎内分布を説明するための

理論が不十分なので,新らしい仮説をたて程々な角度より検討中である.

-) 2個体が同一突然変異遺伝子を共有する確率と距離との関係:連続分布をしている

集団中に毎代突然変異が出現し,これが個体の移住とともに他の地点に運ばれ,また毎代

淘汰を受けて頻安が減少することを仮定すると,任意の2個体が同一の突然変異遺伝子を

共有する確率は距離とともに連続的に減少することが予想される.本研究は人質遺伝学-

の応用を主眼として行なわれたもので,移住が正規分布でなくr(ガソマ)分布にしたが
うものとして,一次元の集団については問題を完全に解くことに成功した.二次元の集団

については研究を継続中である.

ニ) 集団の有効な大きさに関する公式:集LInの有効な大きさを近交係数の変化と遺伝子

頻度の変動の二つの面から定義するという考えは J.F.クロウによるものであるが,木村

はこれをさらに発展させることに成功し,近く同教授と共同で結果を発表する予定であ

る.

ホ) 突然変異遺伝子の固定確率:集団中に出現した突然立県遣fL二子が′剰【TJiにおいて集団
中に国是する確率は集団遺伝学の立場から進化を論ずる上で極めて歪安な造であるが,普

通には計罪が面倒で,簡単な場合以外はほとんど求められていない.木村は偏微分方程式

の方法を用い,固定確率を求めるための一般式を得ることに成功し,その一つの応用とし

て,いままで未知であった淘汰作用の機会的変動が固定におよはす影響を明らかにするこ

とができた.結果は近く発表の予定である.

-) 近親交配の下における組換の計算法:近親交配において世代を重ねて行くにつれ避

鎖した遺伝子の間で組換がどのように進行するかを計算することは面倒で,実際の役に立

つのは S.ライトによる径路係数を用いる方法が唯一のものであった.ここに述べる新ら

しい方法は径路係数とまったく異なった簡単な確率の計算に基礎を置くものである.詳細

は近 く発表の予定である.
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日 -テロ個体の減少率を最小にする交配系の探求:これまで一般に,一定数の雄･雌

からなる有性繁殖集団を維持するにあたって,-テロ個体の減少率 (毎代)を最小にする

には近親交配をできるだけ避けるように交配すべきであると考えられてきた.S.ライ ト

の理論によると同数の雄･雌からなる個体数Nの集団では近親交配をできるかぎり避ける

ことにより,-テロの減少率は毎代 4N 分の 1になる.本研究はこの値が与えられた N

に対してはたして鼓小かどうかを明らかにする目的で始められたもので,その後,個体を

循環的に交配することにより,それよりはるかに小さな値の得られることを見出した.こ

の研究は現在も継続中である.

2) Q式血液型に働らく淘汰 (平泉): ABO 式血液型に働らく淘汰の分析で.すでに

その有効性が確認されている "児数相当量 "の概念を,Q式血液型にも適用して分析を

行なったところ,父,母の両方で,しかも同じ程度に,劣性 q因子が受精前淘汰に有利で

あることを強く暗示する結果が得られた.雌雄両性で等しく働らいている受精前淘汰の例

はまだ実例報zi;.されたことがなく,したがって本例が事実とすれば,その最初のものにな

るのではないかと思う.

3) 分離の歪と置換荷重との閑係 (平泉): 最近分離の歪の現象 (distorted segrega-

tion)のもつ進化学的重要性が強く認識されるようになってきたが,平泉はこの歪の現象

と,遺伝的荷重,とくに置換に伴なう荷重との関係を考察し,ほんのかすかな歪の効果で

ち,この荷重を著しく減少することを兄いだした.

4)SD因子による有琶突然変異誘発の機構 (平泉): キイロショウジョウバェの SD

因子の遺伝進化学的研究の一環として,SDがその相手の染色体上 (おそらく SD+座位

の近傍と思われるが,資料不十分で未だ確認されていない)に致死, または低い Viabi･

lityを示すような突然変異を,きわめて高い頻度で誘起することを兄いだした.このくわ

しい機構解明のための研究を目下継続中である.

H.協 同 研 究

1) 栽培稲の起原に関する研究

この協同研究は,ロックフェラ-財団の補助金を得て,昭和 32年 5Jjに発足した.

研'4E:線紋は採集 (木原),形態 .生理 (松村),集団遺伝 (酒井),遺伝子 (岡),細胞遺伝

(竹中)の 5班と台湾研究室(胡兆華･張文財)に分かれている. 昭和 36年度の研究活動

の概況は次のようである.

採集班:片山は昭和 36年 1月 21日より3月 27日の間,野生稲と栽培稲の採集調

査のため,フイリッピソおよびニューギニアに旅行し,帰路台湾研究室を見学した.なお

下記の研究を行なった.イネ属の頴の比較解剖学的研究 (木原 .片山):頴の卸胞 の発育過

程を迫って解剖学的に観察した.発育過程における細胞の伸長,配列や表皮の隆起位置な

どが箆によってかなり異なることが判った.イネ属の日長性の研究 (片山):常用薄明の影

響,感光性の強弘 それらの生育条件との関係などを熱帯の材料を用いて調査した.イ
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ネ属のゲノム分析 (木原 ･片LLl･馬淵):新たに 0.malabarenSiSおよび 0.grandiglu-

仇iSのゲノム式を明らかにした.

形態 ･生理班:イネ属および近縁属各瞳植物のイモチ病感受性の比較 (勝崖):一定のイ

モチ病菌系を用いて,属間,穫間および系統間の感受性変異の測定を継続した.また野生

稲および栽培稲の放射線感受性の研究 (藤井)が継続され,馬淵は上記のゲノム分析に協

力した.

集団遺伝班:酒井 ･成瀬 ･鈴木および流動研究員後藤の協同によって,栽培および野生

イネにおける個体発生の安定性,幼甫生育速度,穐子形質の変異,開花結実習性およびイ

モチ病抵抗性の変異などにつき,比較研究を行なった.

遺伝子型:岡 .森島 ･日向が協力して,野生稲と栽培稲の稜々の系統間の雑穫不稔関

係,アフリカにおける栽培稲 0.glaberrimaと野生稲 0.breviligulata の間の変異の

調査,0.glaberrimaと 0.sativaとの四倍体Fl雑榎の研確,野生稲と栽培稲との授粉

方法の比較などの研確を行なった.

細胞遺伝班:竹中,米田および篠原が協力して,イネ属各塩の核型分析と核仁の数の変

異の研確を継続した.

台湾研究室 (中興大学濃学院): 胡兆華および張文財協力研究員が中心となり,アフリ

カと南米の野生稲集団の調査,野性稲と栽培稲との雑榎の有塩実験,異なる栽培条件に対

する野生および栽培稲系統の反応,-プロイドより得られた二倍体純系の放射線突然変異

などの研究を行なった.さらに胡は竹中の指導の下に,稲属各塩の核型と二次接合 の比

較,パキテ-ソ分析などの細胞学的研究を行なっている.岡は昭和 36年 11月より3カ

月間,これらの研究の指導のため台湾に出張した.

2) ショウジ ョウバエ集団における有害遺伝子の集団遺伝学的研究

米国国立衛生研究所の研究費 (RG-7836(C-1))によるこの研究は昭和 36年 4月 1

日から3カ年の予定で始められた.その研究組織は次の通りである.

主任研究者:大島長造

協同研究者:向井輝美

研 究 助 手:千穫貞男,不破桂子

本年度の研究課題および研究成果の概略を述べる.

(I) キイロショウジョウバェの自然集団の分析 (大島,不峻)

大集団および小集団から-工を採集し,その第2染色体に含まれる致死,半致死,低生

活力などの有害遺伝子の頻度を調べた.その結果,小集団の致死遺伝子の頻度は約 26%

で大集団の約 49% に比して小さかった.この研究は 1959年から継続中のもので,小集

団においてある致死遺伝子は少なくとも1年間その集団に保有されていると考えられた.

(ⅠⅠ) 致死遺伝子の-テロ個体の適応に関する分析的研究 (大島,不破)

1) 致死遺伝子を-テロにもつノ､工の生存力
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自然集団から得た 23の致死遺伝子をもつ染色体と22の正常な染色体 (有害遺伝子をも

たないもの)の-テロ個体の生存力を Wallace(1956)の考案した Cy-Pm方法によって

分析した_その結果,致死遺伝子の-テp個体の生存力は正常個体より平均 3.3% だけ

低かったが,23のうち8っの致死遺伝子の-エは正常の-工よりも生存力での劣りは見ら

れなかった･また2っの異なる致死遺伝子の-テロの-工の生存力も同時に調べたが,前記

の-テロ個休の生存力と平均においてほとんど変らなかった. 即ち, より生存力が劣る

であろうとの予想はあたらなかった.一方,Ⅹ線の誘発致死遺伝子で比較的homozygous

な遺伝的背景をもっている-工で,同様に生存力を調べたところ,2つの致死遺伝子をヘ

テロにもつ--の生存力は,1つの致死遺伝子の-テロの-工の生存力よりも劣 ってい

た.この両実験l#巣の相違から,自然淘汰によって造られる共適応の状態が致死遺伝子の

生存力に対する有害な影響を緩和するように作用するであろうと考えられた.

2) 人為集団中の致死遺伝子の保有の実験

人為集団は 6本の管瓶で連続的に飼育されるもので,Pearlの方法と呼ばれるもので

ある.最初致死遺伝子を-テロにもつ-エから出発し,時間の経過とともに致死遺伝子が

減少してゆく状態を調べた.約 10の致死遺伝子を用いて実験を約 1年 8カ月継続し約

40代にわたって,その頻度の減少を調べた結果,そのうち 1-2のもの以外は意外に保

有されるということがわかった.淘汰係数を0と考えた場合の理論曲線よりも保有頻度が

高かったのである.この天敵は継続中であり,また保有の機構も将来分析する予定であ

る.

(ⅠⅠⅠ) 劣性遺伝子を-テロにもつ個体の適応度に関する分析的研究 (千侵,向井)

単一劣性遺伝子による-テロ-シスの実例を示すために sepia(第3染色体) とa;(釈

らしく発見された第3染色体上の劣性遺伝子で,表現型はDichaleに似ている)をそれぞ

れへテロにもつ個体で実験集団を作り, 上記のPearlの方法で維持して, そのホモの個

体の頻度の変化を追跡した.sepiaのgeneticbackgroundは,heterozygosityが非常に

高 く,打のそれは比較的ホモである.それぞれの遺伝子において,遺伝子頻度が 0.5と

0.1の 2つの集団をつくり,世代数で 14-25代維持している (12月末現在).4集団と

も劣性ホモの頻度が,6-7% で平衡に達している.これらの現象は,-テT,の個体の

superiority にもとづくもので,他の突放で分析した析果,-テロの雌の産卵数が野生型

の約 1.3-1.4倍であることがわかっている.将来 geneticbackground の突然変異が

-テロ-シスの表現度にいかに影響するかを追求する予定である.

(IV) ポリジーソの突然変異に関する研究 (向井,千種)

最近定義された遺伝的荷重にもとづき自然隻団の遺伝的構成を諭ずるために,この天険

を行なっている.Kimura(1959)の論議にしたがえば,もし自然突然変異率が現在推定

されている 10~5/遺伝子座/世代の 50倍になり,適応度に関する超優性現象がなければ,

キイロショウジョウバエは,突然変異による荷重により絶滅することになる.それゆえも

しポリジーソの自然突然変異率が主遺伝子のそれよりも 50倍も高いことを証明すれば,

適応度に関する掛憂性現象が存在し平衡学説が間違っていないことになる.この論議にし
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たがってポリジーソの放射線誘発および自然突然変異率を調べている.現在のところ放射

線誘発ポリジ-ソ突然変異率は,10~6/遺伝子座/rのオーダーになっており,主遺伝子の

それの約 50倍になっている.自然突然変異率については現在実験中である.

3) サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究

本研究は米国国立衛生研究所より研究費 E-2872 の補助を得,さる昭和 34年 9月に

発足し,第3年日をむかえた.飯野,佐 木々,広川 (9月に東京大学に転出)の3研究員

に加えて,4月より榎本研究員が本研究班に参加した.また京都大学ウイルス研究所生化

学部の春名一郎氏が引きつづいて非常勤研究員として協力した.

本年度の研究課題および研究経過はつぎの通りである.

1) 鞭毛蛋白質合成遺伝子群 の分析 (飯野): 2相抗原蛋白質の構造遺伝子 HBに密

接に連関している H2活性の制御遺伝子 Ah2の存在を証明した.また振毛生産量を規定

する遺伝子 Flalが3個のシストロソの複合体であることを明らかにした.さらにそれら

各シストロソ内の突然変異体の間で, トラソス位置での部分的相補性のあることを示 し

た.湾曲鞭毛形についての遺伝的分析は一応完了し,Jour.Gen.Microbiol.に発表され

る予定である.

2) 構造遺伝子間の相互作用の研究 (広川 ･飯野): 細胞接合によって振毛蛋白質構造

遺伝子の異質接合体を得ることに成功した.これを用いて異なった抗原型決定遺伝子が同

一細胞に2個以上含まれるときに,どのような抗原蛋白質がつくられるか分析を進めてい

る.不等組換によって生じた1相抗原重複株については遺伝分析を完了し,Genetics36:

1471(1961)に発表した.

3) Chiファージ感受性と鞭毛抗原との関係 (佐々木): Chiファージ抵抗性のサルモ

ネラ菌に感染できる宿主域突然変異を得た.それら突然変異体の宿主スペクトルを比較分

析し,Chiファージの感染性と宿主の鞭毛抗原型との関連性を検討し,さらに感染成立を

規定する遺伝子をファージおよび細菌の両系について分析しつつある.

4) 鞭毛の運動性の遺伝学的分析 (榎本):運動性のない鞭毛をもつ突然変異株 (para･

lyzed mutant) を選択する方法を考案し,得られた突然変異株をもちいて,シストロソ

分析,syntrophiceffectの検定および抗原性の比較をすすめている.

5) 鞭毛抗原蛋白質の化学分析 (飯野 ･春名 ･榎本): 抗原型の異なる系統,交叉反応

蛋白質を合成する系統,鞭毛形態の異なる系統などの鞭毛蛋白質を分離 ･精製し,化学的

に比較分析を進めている.

6) 触毛の再生実験 (飯野): ウラシル要求突然変異株を用いて合成培地中で鞭毛の再

生失敗をおこない,機械的に鞭毛を取り除いた細泡ではアミノ酸混合物と糖の存在によっ

て再生がおこなわれるのに対し,石炭酸培地で鞭毛を失なった細胞では,それに加えて

RNAの前駆物質であるウラシルを必要とすることを示した.
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4) 近親婚調査による日本人の遺伝学的研究

代表者 客員 駒井 卓

研究班員 65,協力者 65,本所員中の班員 松永英,木村資生,小川恕人,平泉雄一郎

(文部省科学研究費による課題番号 9109).

本研究は昭和 33年度より継続中のもので,日本学術会議,遺伝学研究連絡委員会の近

親婚調査小委員会の下に行なってきた広汎な調査研究で,文部省科学研究費のほか,ロッ

クフェラー財団よりの研究費援助を得,かつ, ミシガソ大学の人炉遺伝学者の広島,長崎

における同目的の研究と連絡を保ちつつ,遂行中のものである.全部の研究組織は下の 3

部門から成る.

1. 静岡市小学校児童の調査

2. 隔離村民の調査

3. 特殊遺伝病の調査

これらの実地研究はほとんど終り,いまは主としてその質料の集計と統計処理に当たっ

ている.このため班員中の数学者伊藤孝一氏を近ごろミシガソ大学に送り,氏は同大学の

電子計算機を使ってこの仕事に当たっている.各部門のいままでの仕事はおよそ下のとお

りである.

1. 静岡市小学校児童の調査

静岡市中の 12の小学校在学中の男女学童のおよそ 9100人につ普,精密な身体計測

(9カ所),ビネ一･田中式個人精神測定を行なった.一方,その両親の近縁度を戸籍簿と

家庭訪問とによって正確に調べた結果,稜々の近親婚の子 890人余 (10･4%),うち,い

とこ婚の子 450人余 (5%)を見出した.全部の平均近交係数は 0.00466である.12の

学校を親の平均近交係数によって3群に分け,学童の同胞中の死亡率を,非近親婚両親の

子といとこ婚両親の子と比較して調べたところ,確かに有意の差があり,平均後者が 5%

くらい高いことをみた.ただし,この間題の詳細の検討は今後に待たなければならぬ.

身体計測値,精神測定値に対する近親婚の影響は,もっとも興味ある問題であり,正確

な統計処理の結果が期待される.

近親婚両親の児全部および対照資料としてこれよりやや多い非近親両親の児に対し,詳

細な医学的検診を各科の専門医が行なった.この結果から遺伝学上興味のある資料が期待

されているが,ことに整形外科班の骨年令,骨格中の小異状に関するもの,眼科班の眼の

屈折率,色覚に関するもの,歯列班の吹合,歯列に関するものなどから,価値の高い資料

が得られると思う.

2. 隔♯村民の調査

日本全国の山間僻地,海中の島など交通不便のところに,特に近親婚率の高いものが散

在している.これらの住民を調べるため,下の5班を組織した.

九 州 班;九州大学医学部職員学生 主任 柳瀬敏幸氏 九州の山間,離島の隔離村6-7

京 都 班;京都府立医科大学職員学生 主任 増田正典,藤木典生民 山口県見島宇津,

京都府竹野郡弥栄町美土野
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和歌山班;和歌山県立医科大学職員学生 主任 半田順俊氏 三重県電牟要郡相野令

長 野 班;名古屋大学医学部および信州大学医学部職員学生 主任 岸本鎌一氏 長野

県上伊那郡長谷村

福 島 班; 福島県立医学大学職員学生 主任 辻義人氏 福島県耶麻郡猪苗代町小田部

落および高森部落

これらの村では近親婚の率高く,いとこ婚が全部の 20% 以上のところもあり,また特

殊の遺伝病者の多いところもある.資料整理により遺伝学上価値の高い成果が期待 され

る.

3.特殊遺伝病の調査

盲班; 順天堂大学眼科中島章教授は全国の盲学校, 巨人施設に 10,000余の質問状

を出し 8,500以上の回答を得た.これを両親の近親関係を主として,病穫別に整理した

ところ,眼病の遺伝について,稜々の新知見を示唆する資料を得た.

聾 唖 班;東京医科歯科大学人煩遺伝学研究室の古庄敏行氏は栃木,茨城,群馬諸県の

聾唖学校生徒,卒業生につき,森敏之氏は主として山口県の小中学校,聾唖学校生徒らに

つき,特に親の近親関係に注意して,多くの資料を集めた.このなかには聾唖の遺伝の問

題に明快な解決を与えうるものを含んでいる.

精神薄弱班;名古屋市立大学医学部精神科岸本鎌一教授は名古屋市の中小学校在学の精

神薄弱者の遺伝に関する資料を集めた.これは厚生省などにある資料と合わせて,精神薄

弱の遺伝についての貴重な基礎資料になると思われる.

なお,昭和 36年中に,本研究班の成果の中間報告のため,ホノルルの汎太平洋学術会

議と,エルサレムの人叛集団の遺伝学に関するシソポジュウムとに,おのおの班員1名を

送った.

5) 人類の遺伝に関する研究

人規遺伝部の新設に伴なって,研究設備を充実し,併せて日本人集団の遺伝学的研究を

行なうため,本年 10月よりロックフェラー財団の補助金が交付された.これにより組織

培養室の備品塀,関係図署ならびに野外調査用の小型自動車などが購入される予定 であ

る.発足以来日が浅いので,見るべき研究成果はまだあがっていないが,目下遂行されて

いる研究ないし計画されている研究は次の通りである.

1) 日本人における染色体異常の研究:外村 ･松永は東京の二,三の大学病院婦人科,

小児科,泌尿器科と協同して,各瞳先天性異常者における染色体の異常を調査研究してい

る.

2) 日本人集団における ABO血液型による自然淘汰の研究:平泉 ･松永は秋田県公衆

衛生課,大館市,大館保健所と協同して,明年 3月より9月に至る間,大館地区住民約

3,000世帯について,血液型と生殖率ならびに児の死亡率との関係に関する大規模な調査

を予定している.そのため目下現地との接衝が行なわれ,具体的な計画の立案がなされて

いる.
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3) 耳桁型の遺伝生化学的研究: 松永は札幌医科大学生化学教室大野公書教授と協同

して,乾す111_と湿型のミミアカの生化学的差異を明らかにすべく,研究計画がな され てい

る.

附 日本専売公社秦野たばこ試験場三島分場

タバコの委託研究は昭和 24年度から開始され,本年で13年目を迎えることになった.

研究が委託されたのは,メ/;コ生産事業のうちもっとも力を注ぐべきは育軽であるとの公

社初代総裁の信念と,研究所員の学識が高く評価されたからである.この方針に沿って翌

25年 日本専売公社秦野たばこ試鹸場三島分室 (現分場)が研究所内に設けられ,たばこ

の栽培,乾燥,調理,鑑定などについて,技術的に援助することになった.

遺伝学研究所に委託された従来の研究テ-マは,膏程の基掛 こ関する内容の非常に広汎

なものであったが,公社の要望により,本年からアルカロイドを主体とする研究に方向づ

けて実施されることになった.本年はその初年度にあたり,次の4課題が委託された.

1) ニコチソ含満塁の変異におよばす環境の影響 (酒井)

2) 榎間交雑による低アルカロイド品種の育成 (竹中およびリ1)エソフユル り

3) ニコチソ有含量に関する倍数性育伍 (松村)

4) 蚕に対するタ/てコ毒物についての研究 (辻田)

なお,古里博士が従来担当してきたルスチカとタ/ミコの複2倍体,および3倍体に関す

る研究は,同氏の転出に伴ない,専売公社三島分場に引継がれることになった.なお,公

社の分場は委託研究の推進に技術的な援助を与える傍ら,育粗およびニコチンの基掛 こ関

して独自の立場から研究を進めている.

委託研究および三島分場における本年度の業績は,概略次の通りである.

ニコチソ含為量の変異におよばす環境の影響に関して,本年はブライト-p-など7品

榎を施肥量が異なった圃場に,あるいは株間距離を変えて栽培し,タバコの耕作期節,坐

育状況,収量,晶質,アルカロイド含有量などを個体別に調査した.それらのデ-タを統

計学的に処理することによって,各形質とアルカロイド含満塁との関連性をしらべ,品種

の選抜に関する知見を得るのがその目的である.本年の成績では,低アルカロイドを目指

す場合には,葉が薄く,収量の多い個体を選抜すべきであるとの結論が得られた.

榎間交雑による低アルカロイド品種育成試験に関して,従来タノミコ属の塀縁関係を知る

ために使用された材料が,そのまま本研究の目的にも利用できることがわかったので,蘇

年それら雑種の後代について個体ごとにアルカロイド含有量をしらべ,為望な個体の選抜

を行なった.また普通のタバコは多量のアルカロイドを含むが,その祖先とみられるトメ

ソトーザ節の潅木状植物群,N.sylveStrisはともにアルカ｡イドの含有量が低く,かつノ

ルニコチンが主体となっていることに注目し,合成タバコを利用する低アルカロイド品種

の育成も企てた.以上のはか,タバコ属の系統関係を明らかにする目的で,昨年に引続き

塩間雑種における染色体の行動や遺伝的癌の発生状況などについも調査を行なった.
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ニコチン含為量の倍数性青笹に関して,本年は材料の関係上,ルスチカとタバコの複 2

倍体の鑑子に放射線を照射して稔性に変異をおこさせ,稔性の高い系統を得るための研究

を行なった.

タバコ畑の近 くに桑を栽培し,その葉を蚕に与えると,蚕はしばしば中毒症状をあらわ

すために,タバコ耕作者と養蚕業者間の紛争の榎となっている.蚕に対するタ/てコ毒物に

関する研究は,毒物の本体,中毒の過程,解毒法などを究明する目的で設けられたもので

ある.辻田博士らの研究によって,毒物の本体はタバコの葉にもっとも普通に含まれてい

るニコチソであり,成熟期にこれが発散して桑葉上に集漬されること,ニコチソに類似す

るノルニコチソやアナ,:シソは毒性が非常に弱いこと,などがすでに調べられている.本

年はニコチン,あるいはノルニコチソを主ア/レカロイドとして含む数柾のタバコを桑園中

に栽培し,含有アルカロイ ドの種炉,あるいは形態とそれらの発散量との関係を明らかに

した.

専売公社三島分場は,さきに述べたルスチカとタバコの複倍体と,それをタバコで戻し

交雑して得た3倍体について生産力検定試験を行なったが,そのほか蒸散抑制剤による硬

質,低アルカロイ ドタバコの生産試験,生育の過程に伴なうアルカロイ ドの伍類および含

碗量の変化,タバコ属植物の根および葉における含南アルカFZイド,タバコ柚出液の7ル

カロイド阻害作用などに関する研究を行なった.最後にかかげた研究は,タバコ抽出披中

に主としてノルニコチンを阻害する物質が含まれているため,ノルニコチンを主アルカロ

イドとするタバコは,ニコチソのみを含むものにくらべ,アルカロイドの水準が低いこと

を指摘したものである.これは低アルカロイド品塩育成の問題に生化学的な基鮭をIJ一える

ものである.



研 究 業 績 39

V.研 究 業 績

A. 発 表 文 献

論 文

藤井太朗 ･馬淵智生 1961: Irradiationexperimentswithchrysanthemum.Seiken

Zib6012:

･小野幸夫 1961: Relationbetweenchlorophyllcontentandfreeamino

acidsineinkornwheatmutants.Proc.JapanAcad.37:633･637

平泉雄一郎 1961: Negative correlation between rateof development and

femalefertilityinDrosophilanelanogaster. Genetics46:615-
624

･成瀬 隆 ･福田一郎 1961: Heteroticviabilityillnaturalpopulations

ofTrilliumKanuschaticumPall.Jap.Jour.Genet.,36:413-418

Sandler,L.,and 平泉雄一郎 1961: Meioticdrivein naturalpopulationsof

Drosophilanelanogaster.VIL Conditionalsegregation･distortion:

Apossiblenon-allelicconversion.Genetics46:585-604

Sandier,L.,and 平泉雄一郎 1961: Meioticdriveinnaturalpopulationsof

Drosophilamelanogaster.VHI.A heritableaging effecton the

phenomenonofsegregation-distortion Canadian Jour.ofGenet.

andCytology3:34-46

飯野徹雄 1961:GeneticanalysisofO･H variation in Salmonella.Jap.Jour.

Genet.36:268～275

1961: A stabilizerofantigenicphasesin Salmonellaaborlus･equi.

Genetics46:1435-1469

1961:An-maloushomologyofflagellarphasesinSalmonella.Genetics

46:1471-1474

門田 仏 ･今田力夫 ･笠原 憐 ･石和浩実 1961: 銀活性化燐酸ガラス線量計による消

化器透視者の手指被曝線量測定.広島医学 15:100-103

片山忠夫 1961:植物器官の細胞間嵩の測定法について.日本植物学会記事 30:150-

154

隣堤敬三 1961: イネ族植物のいもち病感受性に関する研究.日柏病報 26:153-159

･小野幸夫 1961: 放射線照射したコムギにおけるコムギ赤さび病感受 性 の

変化.日植病報 26:147-152



40 国立遺伝学研究所年報 第 12号

河原孝忠 1961: 家鶏における-テロシスの研究･IV.僻化率に対する影響. 日本籍産

学会報 31:309-313

木原 均 1961: ウイルスと表現模写.核と細胞質 2:1

･常脇恒一郎 1961:PistillodyofTriticu仇durun inducedbyanalien

cytoplasm.SeikenZih612:1-10

木村賢生 1961: 第8回国連科学委員会で討議された迫伝の問題.科学朝日(2):28-31

1961: ソ連における放射線迫伝学の研究 (第 8回国連科学委員会における報

告を中心として).遺伝 15(4):4-8

1961: Naturalselectionastheprocessofaccumulatinggeneticinfor･

mationinadaptiveevolution.GeneticalResearch2:127-140

･茅野 博 1961: Themaintenanceofsupernumerarychromosomesin

wildpopulationsofLilium oallosu仇 bypreferentialsegregation.

Genetics46:1699′-1712

近藤宗平 1961: Simultaneous measurement of thermalneutron fhxes and

gammacontaminationdosebysilver-activatedphosphateglass.

in"SelectedTopicsinRadiationDosimetry",InternationalAtomic

EnergyAgency,Vienna,491-496

1961: A theoryforthefrequency ofclustermutants.丁ap.Jour.

Genet.36:6-17

1961: A biophysicalconsideration on radiationmutagenesis.Prog.

Theor.Phys.Suppl.No.17,129-142

･ 1961: 放射線一放射線生物学のための物理的基礎-.生物物理 2:27-35

1961: 放射線の直線的エネルギー付与率 LET と生物効果比 RBE.日本物理

学会誌 16:584-585

柴田義則 ･青田俊秀 1961: Chromosomalalteration and the development of

tumors,ⅤⅠⅠ. Karyologicalanalysisofspontaneousandinduced

leukemiasinmice.Gann52:257-264

松村清二 1961: 人工気象装置を利用した植物の研究.燃料及燃焼 28:21-32

1961: 人為突然変異の誘発に関する研究.育鑑学雑誌 11-.124-130

1961: Radiationgeneticsin wheat,ⅤⅠ.Biologicaleffectsofthermal

andfastneutronsondiploidwheat.Jap.Jour.Genet.36:84･96

1961: Radiation geneticsin wheat,ⅤⅠⅠ. Comparison ofradiation

effectsofbeta･and gamma-rays on diploid wheat. Radiation

Botany1:(i一lpress)

･勝星敬三 1961: Susceptibilityofnullisomicswheatdwarfsandtheir

respectivegigas-plantstoleafrust,Pucciniatriticina.W.I.S.12:

10
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･根津光也 1961: Radiationeffectsoffastandthermalneutronson

wheat:ⅠⅠⅠ.Relationbetweenploidyandradiationeffects.W.I.S.

12:10

1961: Relationbetweenpolyploidyandeffectsofneutron-

radiationonwheat･EffectsoHoni21ingRadiationsonSeeds,IAEA,

Vienna,543-552

太田朋子 ･松村清二 1961: Mechanism of appearanceof gigas plants from

nullisomicdwarfwheat.Cytologia26:(inpress)

桜井紀子 ･ 1961: オオムギにおける染色体異常と r線量ならびに線量率との
関係.生研時報 12:

松永 英 1961:遺伝病の発病は防げるか?遺伝 15(6):17-18

chung,C.Sり松永 英 and Morton,N･E 1961: TheMN polymorphism in

Japan.Jap.∫.HumanGenet.6:1-ll

田中克己 ･松永 英 ･半田順俊 ･村田敏郎 ･竹原一雄 1961: Phenylketonuria in

Japan.丁ap.∫.HumanGenet.6:65-77

松永 英 1961･･ 人炉の性染色体と性染色質･日本臨床 19:2243-2250

1961:人狭遺伝学 Ⅰ.遺伝 15(12):55-59

森島啓子 .岡 彦- .張 文財 1961: Directionsofdifferentiationinpopulations

ofwild rice,0.perennisand0.SativaI.Spontanea.Evolution

lS(3)･.326-339

向井輝美 1961: A radiation一geneticalconsideration concerning thestructllre

ofnaturalpopulations.丁ap.∫.Genet.36:Suppl.:155-166

1961: 自然集団の遺伝的変異性に関する最近の問題点.遺伝 15:29-32

p andA.B.Burdick 1961:Examinationofthecloselylinkeddominant

adaptlVegenehypothesisasanalternativetoslnglegeneheterosis

associated withl(2)55iinDrosophilamelanogaster.Jap.J.

Genet.36:94.-104

1960･.HeterozygouseffectsofX･irradiation ontheasym-

metryofsternopleuralbristlenumbersinD.nelanogaster.D.I.

S.34:94

_ ･千瞳貞男 1961: キイt,ショウジョウ/i-におけるⅩ線誘発ポリジ-ソ突

然変異率.Jap.∫.Genet.36:388

小川恕人 1961:生長 ･分化および再生 ⅩⅩⅠⅠ･筋再生時におけるアクチンとミオシン生

合成の相関性.医学と生物学 58(1):8-ll

1961: 味覚試験とそのやり方･臨床栄養 18(2):34-38

1961: 旺の骨格筋分化におけるⅩ線感受性の二つの要因,科学 31(2):92-93

1961:生長 ･分化および再生 ⅩⅩⅠⅠⅠ･二つの生長促進性化学物質,Kinetinと
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Na-Glucuronateとのイモリ肱におよはす併用効果･医学と生物学 58(3):

90-93

1961: Phenyl-thio･carbamideに対する異常味覚者群の特殊性.医学と生物

学 58(4):122-126

･軽部伯子 1961:生長 ･分化および再生 ⅩⅩⅠV.発生初期の筋分化におよ

はすグルクロン酸ならびにその誘導体の影響.医学と生物学 58(6):185-

187

1961: 生長 ･分化および再生 ⅩⅩV.X線による歴のアクチソ分化障害に対す

るダルクロソ酸ナ トリウムの影響.医学と生物学 59(2):50-52

･(渡辺博恭 ･井手明雄と共著) 1961: The chemicalstructure of a

componentofCitrulluscolocynlhiS,ScIIRAl).Agr.Biol.Chem.,25

(4):269･271

･軽部伯子 1961: 生長 ･分化および再生 ⅩⅩⅤⅠ.再生組織の筋タンパク質

分化におよはすグルクロソ酸ならびにその誘導体の影響.医学 と生 物学

59(4):89-92

1961:生長 .分化および再生 ⅩⅩVII. 肱と輔生組織とにおけるアクチソ分

化のⅩ線感受性に関する煩似性.医学と生物学 59(6):163-166

1961: 味旨のしらべかた.遺伝 15(10):45-49

1961: 放射線障害防禦物質としてのグルクロン酸- X 線による肱の筋分化障

害に対する効果一第 7回グルクロン酸シソポジウム講演要旨集 35-36

1961: EffectsofX-rayirradiation on thesynthesesofcontractile

proteinsin Triturusembryos. Biochim. Biophys.Acta,54(2):
397-399

岡 彦--張 文財 1961: Hybridswarmsbetweenwildandcultivated rice

species,Oryzaperennisand0.saliva.Evolution15:418-430

1961: 蓬莱稲とその適応性.熱帯盛業 5(1):6-12

大島長造 ･北川 修 1961: The persistence ofdeleteriousgenestin natural

populationsofDrosophilamelanogaSter.Proc.Jap.Acid.37:158-

162

1961: 昆虫の殺虫剤抵抗性の集団遺伝学的研究.遺伝学雑誌 36:359-376

北川 修 1961: Heterozygous effects of inducedlethalgeneson

pre･adultviabilityinDrosophilamelanogasterandtheirpersistence

inexperimental populations.Proc,ofSymp.OnGeneticEffectof

Radiation:167-678(Suppl.Jap.Jour.Genet.36)

佐渡敏彦 1961: Spermatogenesis of the silkworm and itsbearing on the

radiation･inducedsterility.Jap.Jour.Genet.Suppl.1:136-151

坂口文書 ･Poulson,D.F.1961: Transferofthe･̀sex-ratioHconditonfrom D
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willistonitoD.melanogaster.Anat.Rec.138:381(Abstr.)

- 1961: Evidenceconcernlng thenatureoftheHsex-ratio''

agentinDrosophila.Anat.Rec.,138:376-377(Abstr.)

- 1961:Natureof"sex-ratio"agentinDrosophila.Science

133:1489-1490

Liyanage,D.Ⅴ.and酒井寛一 1961:Heritabilitiesofcertainyieldcharactersof

thecoconutpalm.Jour.Genet.57:245-252

酒井寛一 ･井山審也 ･成瀬 隆 1961: Biometricalapproachtothecytoplasmic

inheritanceinautogamousplants.Bull.Internat,Stat.Inst.38:249

-257

1961: Competitiveabilityinplants:itsinheritanceandsomerelated

problems.Symp.forExp.Biol.15:245-263

1961 細胞質によって影響される量的形質.核と細Jlj-A質 2:19-22

1961: 統計遺伝学と育瞳理論の進展.育程学雑誌 11(2):78-82

_Rodrigo,M.Studiesonalaboratorymethodoftestingsalinityresistance

inricevarieties.TropicalAgriculturist(Ceylon)116(3):179-184

Methodofbreedingofcoconutpalms.TropicalAgriculturist116(3):

185-190

阪本寧男 1961: カモジグサの-生態塾,Earlyecotype.生研時報 12:

平 俊文 1961: Enzymaticreductionoftheyellow pigmentofDrosophila･

Nature189:231′〉232

1961: Geneticaland biochemicalstudieson theredandyelloweye

pigmentsofDrosophilamelanogaster.Jap.Jour.Genet.36:18-31

1961: Comparisonsofpterinereductaseactivitybetween eye-color

mutantsofDrosophilanelanogaster.Jap.Jour.Genet.36:210-

211

1961: Themetabolism ofsepiapterin in Drosophila melanogaSter,

emphasizingitstetrahydro-form.Jap.Jour.Genet.36:244-256

田島弥太郎 1961: Considerationsonthechangesinobservedmutatonratesin

thesilkworm afterirradiationofvariousstagesofgametogenesis.

Jap.Jour.Genet.36:Suppl.1:50･64

1961: 放射線育瞳に関する理論的基礎.青笹雑 11(2):119-124

近藤宗平 ･佐渡敏彦 1961: Twotypesofdose-rate dependence of

radiation inducedmutationratesinspermatogoniaandoogoniaof

thesilkworm.Genetics46:1335-1345

田島弥太郎 1961: 結婚の範囲特に近親婚について.放射線審議会.緊急被ばく特別部

会報告讃
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竹中 要 ･小川恕人 ･小田代亨 1961: 植物各塩の抽出分による細胞分裂の異常誘発 と

分裂抑圧およびその応用.1.リソドゥ抽出物の放射線類似作用について.

和歌山医学 12(3):189-198

軽部伯子 1961:同上 2.リソドゥ抽出物の制癌性.

和歌山医学 12(4):51-55

館岡亜緒 1961: Cytologyingrasssystematics: Acriticalreview.TheNucleus

3:81～110

1961: A biosystematicstudyofTridens(Gramineae). Amer.Jour.

Bot.48:565-573

外村 晶 1961: 人類腫癌の染色体研究. 日本臨床 19:2285-2294

1961: 人叛の染色体とその異常. 産科と痴人科 28:1634-1642

豊福泰子 1961: オオショウジョウバェの自然集団における染色体異常.遺伝学雑誌 36:

32～36

･木村やなぎ 1961: DrosopbilasurveyofHokkaido,ⅩⅤ.Distribution

ofdrosophilida主esin Taisei-Mura,in thesouthwesternpartof

Hokkaido,inrelationtotheflora.Jap.Jour.Zool.13:7-14

常脇恒一郎 1961: 遺伝子の進化.遺伝 15(2):18-23

1961: Monosomicandconventionalgeneanalysesincommonwheat.

ⅠⅤ.Glumebairinessandeardensity.丁ap.Jour.Genet.36:55-62

･Jenkins,B.C.1961:Ibid.ⅠⅠ.Growth.habitandawnedness.丁ap.Jour.

Genet36:

･木原 均 1961: FlmOnOSOmicanalysisofTriticummacha.W.I.S.

12:1～3

辻田光雄 1961: InvestigationsinNltypelethalmutantsofthesilkworm with

specialreferencetoNl,N ilandNl2embryos.Jap.J.Genet.7-

8:235-243

1961: Maternaleffectof+ Je7nonpterinereductaseinBombyxmori.

Jap.∫.Genet.36:337-346

1961: カイコの黄色致死の母親遺伝.核と細胞質 1:9-14

山田行雄 ･北川 修 1961: DoublingdoseforpolygenicmutationinDrosophila

仇elanogaster.Jap.Jour.Genet.36:76-83

1961: 家畜有塩の集団遺伝学的研究.有塩学雑誌 11:21-26

Bohren,B.B･,H.E.McKeanand 山田行雄 1961: Relativee氏Cienciesof

heritalilityestimatesbasedon regressionofoffspringonparent.

Biometrics17:481-491

青田俊秀 1961: 痛の発生,増殖と染色体.日本臨淋 19(12):2273-2284

1961:Chromosomalalterationandthedevelopmentoftumors,ⅤⅠⅠⅠ.



研 究 業 績 45

A氏nityofdiploidandpolyploidtumorcellstocertainorgansin

thecommonstrainsofYoshidasarcoma.(inpress)

･森脇和郎 ･俣野書計 ･内海和彦 1961: Cytologicalstudieson the

efEectofradiation,II.ModificationoffrequencyofX･rayinduced

chromatid breaksinEhrlichtumorcellsby pretreatmentwith

dinitropbenol.Jap.Jour.Genet.Supplement,94-104(印刷中)

田中一栄 ･吉田俊秀 1961: 高三倍性弘前肉腫細胞の染色体調査 動雑.70(5):142-

146

吉田俊秀 1961: バッタの染色体観察法 遺伝 15(9):42-45

1栗田義則 ･榎田信司 1961: 三島市内外で捕狂された二変異ラットとそ の

遺伝 (実験用小動物の繁殖と遺伝に関する研究 予報 2)実動.10(1):20

′〉22

内海和彦 ･吉田俊秀 1961: On thebehavioroftumorcellsofthe Ehrlich

ascitescarcinomagrowinginvilro.Annot.Zool.Japon.34(3):132
～138

青田俊秀 ･坂本 均 ･小田代亨 1961: マウスの新しい突然変異 Hfalter"とその遺

伝 (実験用小動物の繁殖と遺伝に関する研究予報 1)実動.9(6):179-

182
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発 表 者

遠 藤 徹

藤井 太朗

日向 康吉
森島 啓子
岡 彦 -

扇~ 妄二 )

平泉雄一郎

飯野 徹雄

聖 L 二当
片山 忠夫

河原 孝忠

木 原 均

題 目

トレニヤ花弁のアソトシアン含量の遺伝

放射線による一粒コムギの葉緑素突然変異

一粒コムギ virido-albina突然変異体の葉緑素回復に
ついて

Oryzasltivaと 0.glaberrima の生長と肥料反応
の比較

雑塩不稔性からみた栽培稲および野生稲の分化

分離の歪の現象が,置換に伴なう遺伝的荷重におよば
す影響について

父の年令に伴なう有害突然変異の蓄黄と性比に関する
基礎研究

サルモネラ歯の蛮曲鞭毛塾突然変異

サルモネラ鞭毛抗原物質の分離と精製

フイリッピソおよびニューギニア稲採集報告

ニューギニアの野生稲と栽培稲について

植物細胞間隙の測定法について

家鶏の糖化率に対する-テロシス

初生雛の温度に対する感受性

鶏の晶種間交雑における相反効果の遺伝学的研究

寄主植物の遺伝子型とウイルス感染による花色の変化

GenomeanalysisinOryza

稲の探検

場 所

東 北 大 学

国立遺伝学研究所

東 北 大 学

東 京 農業 大 学

宇 都 宮 大 学

東 北 大 学

福 島 医 科 大 学

東 北 大 学

大 阪 大 学

国立遺伝学研究所

新 潟 大 学
〟

京 都 大 学

九 州 大 学

国立遺伝学研究所
京都大学ウイルス
研究所
- ワ イ 大 学
金沢大学結核研究
所

備 考

第33回日本遺伝学会

第94回三島遺伝談話会

第33回日本遺伝学会

第19回日本育瞳学会

第20回日本育穐学会

第33回日本遺伝学会

第6回日本人類遺伝学会

第33回日本遺伝学会

第34回日本生化学会

第93回三島遺伝談話会

日本作物学会第132回講演会
〟

日本畜産学会

日本万国家禽学会

第99回三島遺伝談話会

創立5周年記念講演会

第10回太平洋学術会議

創立20周年記念講演会
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Aegilopstriaristalaの 4Ⅹおよび 6Ⅹ系統の地理的
分布ならびに形態 上の差異について

普通系コムギの Necrosisを支配する遺伝子について

ソ連における正統 (メソデル ･モルガソ)遺伝学の現
状 (第8回国連科学委員会における鄭 号を中心として)

Accumulationofgeneticinformationinevolution

Ontheprobabilityof点Xationofmutantgenes
inapopulation

蚕の精(那)原細胞の階化前後における増殖と形態分化

γ線による表面線量の深度変化

放射線の生物効果比 (RBE)と LET

放射線突然変異生成機構 (1)一般的考察

イネにおける放射線影響の繰量率依存性

一粒コムギの γ線と熱中性子照射におよはす珊素の
影響

栽培稲の放射線照射実験

ど- トと Betawebbiana との雑榎について

雄性不稔ビー トと Beta maritimaとの交雑突放

Klinefelter症候群を示す 2症例の体細胞染色体異常
について

6. 2

6. 3

1.14

5.21

ll.14
9. 3

4. 5

10.9

7. 8

10.ll

7. 8

4.6

京都大学業友会館

′′

名古屋大学理学部

Universityof
California,Davis,
Calif.U.S.A.

IowaStateUni･
versity,Ames,
Iowa,U.S.A.
寮 北 大 学

東 京 教 育 大 学

金 沢 大 学

日 本 大 学

京 郡 大 学

日 本 大 学

東 京 農 大

宇 都 宮 大 学

金 沢 大 学

第 1回小麦遺伝学シソポジウム

U

第81同名古星遺伝談話会

PopulationGeneticsSeminar

第33回日本遺伝学会

日本物理学会分科会

日本物理学会年会

日本放射線影響学会

第4回日本アイソトープ会議

日本放射線影響学会

第19回日本育榎学会

第20回日本育箆学会

第45次日本法医学会

雪

描

湘

軍等

lP一
一･1
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松 永 英

亭京姦二面)

雷島㌔三)

向非 輝美

了ー:〔 :..i

成 瀬 隆

小川 恕人

Haptoglobin型の遺伝に関する研究,特にその法医学
的応用の可能性について

遺伝と優生

人間の遺伝における最近の トピックス

ミミアカの変異とその遺伝学的意義

人現における染色体異常とそれに起因する 2,3の疾
患について

遺伝と環境

遺伝と優生

SelectivemechanismsoperatingonABOandMN
bloodgroups

母児間の ABO不適合による淘汰の集団遺伝学的研究
(受賞講演)
ABO血液型における受精前淘汰について

遺伝と環境

第 10回汎太平洋学術会議に出席して

アフリカの野生稲 0.breviligulata と栽培稲 0.
glaberrimaの間の変異

変異測定における多変量解析の応用

キイpショウジョウバェにおける自然集団の遺伝的構
成に関する放射線遺伝学的一考察

キイpショウジョウ,;ェにおけるⅩ線誘発ポリジ -
ソ突然変異率

キイpショウジョウバェの混合集団における移動

筋蛋白質の分化

生長 ･分化および再生 Ⅴ.発生初期ならびに再生組織
における骨格筋分化に関するⅩ線感受性の二つの要因

6. 7

6.12

6.23

6.24

7.10

7.14

8.25

10.28

10,29

ll.13

ll.28

4. 6

10. 8

10. 7

9. 2

〟

2.24

9. 1

三 島 保 健 所

磐田市教育会館ホ
一･･ノレ

国立遺伝学研究所

東 京 大 学

磐田第 一 中学 校

三島市原人青少年
会館

- ワ イ 大 学

福 島 医 科 大 学

〟

三島市婦人青少年
会館

北 海 道 大 学

東 京 農 大

宇 都 宮 大 学

京都大 学理 学 部

東 北 大 学

〟

国立遺伝学研究所

東 北 大 学

受胎調節実地指導員講習会

磐田地区学校保健会

第94回三島遺伝談話会

東大産婦人科教室月例研究会

磐田地区連合校長会

結核予防婦人会三島支部

第10回太平洋学術会議

第 6回日本人炉遺伝学会

〟

立正学園女子短期大学学生

第207回札幌遺伝談話会

第19回日本育穫学会

第20回日本育塩学会

京都遺伝談話会

第33回日本遺伝学会

〟

第90回遺伝談話会

第33回日本遺伝学会

JLCE)
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大島 長造

佐渡 敏彦

坂口 文吾
D.F.Poulson

酒井 寛一
佐 木々市郎

這壷~~扇 〉

放射線障害防禦物質としてのグルクロソ酸 -Ⅹ線に
よる肱の筋分化障害に対する効果

栽培の集約粗放とそれに対する稲晶榎の適応

稲の雑塩崩壊現象の遺伝機構の分析
栽培稲品種間に見出されるIsolatingbarriersとそれ
らの遺伝機構の比較
昆虫の殺虫剤抵抗性の集団遺伝学的研究 (受賞講演)
ショウジョウ,:ェの自然集団における有害遺伝子の研
究
蚕の精原細胞の発達について

蚕の精(那)原細胞におよは:.す放射線の緩急照射の影響

HereditaryinjectionsinDrosophila

Problemsonselectioninrice

chi･phageの宿主域突然変異について
宿主域突然変異と宿主依存変異の関連性
ウイルスの宿主依存変異

蚕の実用品榎中に保為されている致死遺伝子頻度と毎
代新生される致死遺伝子頻度の測定

放射線誘発突然変異率の線量率依存性と Selective
killing

Recentstudiesontwotypesofdose-ratedepep-
denceofradiation-inducedmutationratesln
silkworm

ll.26

4.6

9,2

10.8

9.1

9.2

4.7
9.3

8.29

8.28
9.2
10.25
ll.24

4.7

9.3

10.18

東京生化学研究所

東 京 農 大

東 北 大 学

宇都 宮大 学

東 北 大 学

V

京都工芸繊維大学
東 北 大 学

PurdueUniv.
U.S.A.

- ワイ大 学
東 北 大 学
国立公衆衛生院
国立遺伝学研究所

京都工芸繊維大学

東 北 大 学

Biologydivision,
NationalOak
RidgeLaboratory

GeneticsDepart･
ment,University
ofWisconsin

第7回ダルクロソ酸シソポジウ
ム

第19回日本育珪学会

第33回日本遺伝学会

第19回日本育瞳学会

第33回日本遺伝学会

〟

第31回日本蚕糸学会
第33回日本遺伝学会

GeneticsSociety
ofAmerica

第10回太平洋学術会議
第33回日本遺伝学会
第9回日本ウイルス学会総会
第98回三島遺伝談話会

第31回日本蚕糸学会

第33回日本遺伝学会
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平 俊 文

紺 恕芙〉

外 相 晶

豊福 泰子

T T~ t

辻田 光雄

右京.三高)

常脇恒一郎

山田 行雄

米田 芳秋

ショウジョウバェの-ソナ座位における遺伝生化学的
研究

セソブリ抽出物の放射瑛似作用について

染井吉野の起原の決定と原産地の推定

ソメイヨシノの起原

人塀の染色体異常

末梢血の組織培養による人質染色体の研究

遺伝学的基礎知見 (染色体異常)よりみた奇形と遺伝

キイロショウジョウバエのSD･座位の細胞遺伝学的研
究,I.唾腺染色体の観察

多核白血球の所謂 "drumstick"の出現率について

カイコにおける+temによるプテリソ･レダクターゼ
の母体影響

家蚕における Iem と d･lem との作用的関係

責体色蚕の黄色色素とこれに働らく還元酵素について

合成六倍小麦のモノソミック分析

乳牛の主要泌乳形質に関する遺伝的パラメーターの推
定

酵母核の構造について

10.22

9. 2

10.13

ll.24

9.15

10.29

′/

9. 2

10.28

4.8

9. 2

10.28

9. 1

4.8

10.15

°ept.ofBiology,
PurdueUniver.
sity

東 北 大 学

東 京 大 学

国立遺伝学研究所

〟

福 島 医 科 大 学

〟

東 北 大 学

福 島 医 科 大 学

京都工芸紙維大学

東 北 大 学

三 重 県 蚕 試

東 北 大 学

京 都 大 学

東 京 大 学

第33回日本遺伝学会

第26回日本植物学会

第98回三島遺伝談話会

第96回三島遺伝談話会

第6回日本人煩遺伝学会

〟

第33回日本遺伝学会

第6回日本人類遺伝学会

日本蚕糸学会

第33_riiT日本遺伝学会

蚕糸学会東海支部大会

第33回日本遺伝学会

日本畜産学会

第26回日本植物学会
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C.その他の研究活動

海外における活動

井上 審也: 遺伝学育程学の研究のため米国 ミネソタ大学で研究中 (36.2.21-)

片山 忠夫: 野性稲採集のためフイリッピソ,蘭領および濠領ニ3.-ギニアに出張し

た (36.1.21-36.3･27)

木 原 均: 太平洋学術会議出席のため米国-ワイ州に 出 張 した (36.8.20-86.9.

10)

木村 資生: 集団遺伝学の数学的理論研究のため米国ウイスコソシソ大学にて研究中

(36.5.16-)

松 永 英: 太平洋学術会議出席のため米国-ワイ州に出張した(36.8.21-36.8.28)

名和 三郎: 生化学遺伝の研究のため米国テキサス大学にて研究中 (36.9.26-)

岡 彦 -: 稲の研究のため米国他 17カ国に出張した (35.10.25-36.1.31)

〝 稲の研究のため台湾に出張中 (36.ll.2-)

坂口 文吉: 昆虫の遺伝生化学研究のため 米国エ-ル大学奨学生として Dr.D.F.

Poulsonの下にて研究していたが帰任した (36.8.29)

酒井 寛一: 太平洋学術会議出席のため米国-ワイ州に出張した(36.8.20-36.9.

10)

阪本 寧男: 米国ミネソタ大学奨学研究員として園芸植物の細胞学および遺伝学の研

究を Dr.A.N.Wilcoxの下にて研究中 (34.8.27-)

田島弥太郎: 第 10回国際連合科学会議日本政府代表代理として出席のため米国-出

張した (36.8.26-36.9.20)

館岡 亜緒: 植物分校および細胞遺伝学研究のためカナダ国モソ ト1)オール大学奨学

生として Dr.A.L6veの下にて研究していたが帰任した (36.12.8)

韓田 誠三: 電子顕微鏡による遺伝学的研究のため米国ロックフェラー研究所にて研

究中(32.10.2-)

山田 行雄: 遺伝学ならびに家畜青笹学研究のため米国パデュー大学にて研究中(36.

3.29-)

他の機関における講義

松村 清二: 第 2回東北放射性同位元素講習会にお い て "放射能と生物遺伝 "に

ついて講義 (36.1.20)
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ⅤⅠ.図書および出版

国 事 主 任 (36年度) 田 島 弥 太 郎

図 書 委 員 ( q ) 飯野徹雄 ･常脇恒一郎

平 泉 雄 一 郎

購入図書および雑誌

洋 書: H.Harris: HumanBiochemicalGenetics 他

洋雑誌: 前年度より継続

新規購入 (Lancet 他)

和 讃: 岩波数学辞典 飽

和雑誌: 前年度より継続

新規購入 (人塀遺伝学雑誌 他)

寄贈図書および報告類

国 内

図書 近代蚕品種記録 他

各大学報告および付属研究所報告 (北海道大学 他)

各研究所報告 (国立教育研究所 他)

各試験場報告 (九州農業試験場 他)

別 刷

国 外

図書 LucrariStiinti丘ce 他

雑誌,年報,報告塀 Geneticalberica 他

別 刷

出 版

署 名 頁数 発行数

国立遺伝学研究所年報 11号 75 1,000

Nat.Inst.ofGenet.
AnnualReportNo.ll(1960) 111 1,300

冊

塩

桂

冊

穫

種

8

4

4

2

1

3

4

5

2

1

2冊

計 105穣

計 22穫

計 31種

54部

3冊

計 27穫

84部

配 布 先

内外研究機関,大学,
試験場 他
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ⅤⅠⅠ.行 事

東南アジア地域遺伝学研修コース開催

1. 趣旨および目的

東南アジア地域における生物学,農業科学 (農学,園芸,畜産,林木,養蚕),医学

の大学教員および研究者に対し,遺伝学の基礎および応用に関する知識を与え,それ

によってこの地域の大学における科学研究および科学教育の振興をはかる.

2.主 催 者

この研修コースは,ユネスコ (東南アジア科学協力局),国立遺伝学研究所お よび

日本ユネスコ国内委員会の共催とする.

3. 時期および場所

昭和 36年 10月 11日～11月 7日 (28日間)

国立遺伝学研究所 (静岡県三島市)開講式,閉講式,実習

国立中央青年の家 (静岡県御殿場市)講義,宿泊

4. コースの内容

遺伝学研修コース講義ならびに実習スケジュール参照

5. 参 加 国

中華民国 (台湾),韓国,マラヤ連邦,フイ1)ツピソ,シソガポール,タイ

6. 使 用 語

英 語



遺伝学研修 コース講義ならびに実習スケジュール表

月 日(曜) 目 的 講 師 午 前 午 後

9.00-10.20 休(20分)10.40-12.00 昼食休憩(1時間)講 師 13.00-14.2中 (20分)l14.40-16.00
10.ll(衣) 10.00登録およびオ リエンテ-シ ヨン (アジア会館) 御殿場市国立中央青年の家着

10.12(木) 開講式 14.00-16.30所内見学 三島市 レセプション(楽寿園)

10.13(金) 講 義 木 原 遺伝の基礎 棒 村 人為突然変異 とその利用

10.14(土) 研修旅行 8.30 12.00 14.30 15.00～16.30東京方面東芝～小向工場(テレビ.放射線).昼食玉川工場(Ⅹ線放射線測定器)東京タワー
歌舞伎座～高速道路～浅草～水道橋～皇居～赤坂 9.30(夜) アジア会館宿泊

10.15(日) 休

10.16(月) 講 義 松村 人為突然変異 とその利用 木 原 遺伝の基礎
10.17(火) 田 島 放射線遺伝学 木 原 遺伝の基礎

10.18(水) 実 習 竹 中 植物の細胞学的研究法 大 島 ショウジョウバエにおける遺伝子分柿
大 島 シヨジ ヨウバエにおける遺伝子分析 近 藤 動植物に対する放射線の影響

近 藤 動植物に対する放射線の影響 大 島 ショウジョウバエにおける遺伝子分柿

遺伝の基礎 Il t田 可 放射線遺伝学
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午 前
月 日(曜)1日 的 l講 師

9･00-10･20l(2尉 10･40-12･00

午 後

鵠 箭l講 可 13･00-14･20l(2.3

10.21(土) 休 I10.22(日)

10.23(月) 講 義 松 永 人類遺伝学 木 原 遺伝の基礎(映画カラコルム)

10.24(火) 松 永 人類遺伝学 酒 井 統計遺伝学と育種

10.25(水) 実 習 平 泉 集団遺伝学における問題点 1. 岡 東南アジアにおける植物育種
小 川 遺伝学領域における免疫化学的研

究

10.26(木) 吉 田 動物の染色体 と組織培養 小 川 遺伝学領域における免疫化学的研究

岡 東南アジアにおける植物育種 吉 凹 動物の染色体 と組織培養

10.28(土)

10.29(日)

10.30(月)

10.31(火)

ll.1(衣)

ll.2(木)

二宮(9.00)～神奈川農試園 芸分場～大磯(10 .30)～ 日本曹達生物研究所～東京～東大幾
学部(夜)(18.00-19.30)ユネスコレセプション(上野精養軒) アジア会館宿泊
立川(9.30)～日本電子株式会社-横浜(12.00)～木原生物学研究所～箱根一巡(夜)(18.0
0)～御殿場市国立中央青年の密着

高等生物の遺伝生化学

細菌遺伝学

東南アジアにおける植物育種

動植物に対する放射線の遺伝学

バクテリアとファージにおける組換え

集団遺伝学における問題点 2. UI
Ul



ll.3(金) 休 文化の日 lー

ll.4(土) 誰 某 酒 井 統計遺伝学 と育種 終講式 研究所送別 パーティ-1言莞賃 ヱ)RT義1%12～.警筑 警glik49n(第二

ll.5(日) 研修旅行 京都市(9.00)-奈 良市一巡 (荏)京都市旅館八千代宿泊(18.30)
ll.6(月) 京都市～銀閣寺～平安神宮～京都大学農学部～金閣寺～二条城～苦寺 (18.30) 京都市長招待京都発(23.00水筆)

参 加 者

氏 名l 識 l 所 属 機 関

韓 国

マ ラ ヤ連 邦

フィ リッピン

シンガポール

タ イ

イ ン ド

胡 乗 権
林 献 於
挑 潤 徳

呉 信 塗

李 贋 明

李 一 球

李 雄 植

白 竜 均
T.nIahendranathan

S.S.Dhaliwal
∫.Soriano
C.Reyes
C.Macabasco
A.G.Alphonso
S.Jinahyon
P.Bhamonchant
A.Nalampang
P.Y.Shendge
V.Ⅴ.S.Murty

講 師
〝
〟

研 究 助 手

助 教 授

〝

//

〟

獣 医 技 官

講 師

助 教 授

営 林 技 官

農学専門家

園 芸 技 官

講 師

般学研究者
〟

稲 研 究 者

TunghaiUniversity,Taichung
TaiwanNormalUniversity,Taipei
NationalTaiwanUniversity,Taipei
AcademiaSinica,Taipei
SogangJesuitCollege,Seoul
KyungHeeUniversity,Seoul
SeoulNationalUniversity,Seoul
YonseiUniversity,Seoul
CentralAnimalHusbandryStation,Johore
UniversityofMalaya,KualaLumpur
UniversityofthePhilippines,QuezonCity
BureauofForestry,Manila
BureauofPlantlndustry,Manila
BotanicGardens,Singapore
KasetsartUniversity,Bangkok
RiceDepartment,MinistryofAgriculture,Banghok
Roi-EtExperimentStation,Roi･Et
DepartmentofAgriculture,MaharashtraStale,Kolaba
AgriculturalResearchInstitute,Hyderabad
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ⅤⅠll.施 設

A.新規の施設

1･ 国立遺伝学研究所本館 (第1期)竣工

昭和 36年 9月 25日,3階建白亜の新館が竣工した.これは鉄筋コソクリ- ト造 り,

クリーム色,給タイル張 りの建物で約 332坪である.1階は応用遺伝部第2研究室,2

階は,細胞遺伝部第1研究室,生理遺伝部第1研究室,3階は人類遺伝部第第 1,第 2

研究室,形質遺伝部第1研究室にそれぞれ当てられてお り,延 1.100,32m2(約332坪)
であ る.

国立遺伝学研究所本館平面図 (S-1/400)
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3 階

lF 1冒.000
なお,主な設備は下記の通りである.

狸 々 蝿 飼 育 室
〝 実 験 室

培 養 室 1階
〝 2階
〝 3階

ミクロトームおよび暗室
特 殊 顕 微 鏡 室
クー リソ グ タ ワー
ボ イ ラ ー

ア ス ピ レ ー タ ーー
コ ソ プ レ ､ソサ ー

5tP冷凍機
7.SIP v
2IP u
2H} 〝
3H) 0

3H' q
2H' U

(ポソプ 5IP1台送風機 2tP1台)
32,000カPI)-アワ-
2tp
2H)

qr
H

〝

〝

〝

〝

〝

〝

ケ〝

〝
′

2.冬期桑栽堵用フレーム

昭和 35年度の機関研究費 (蚕を材料とする放射線の遺伝におよはす影響に関する研

究)の一部により建てられたもので,東西 18m 南北 5.4m で建坪は 97.2m2ある.

36年 2月中旬に完成した.骨組は鉄骨を使い,木枠にビニールを取りつけたもので,

156株の桑樹を速進栽培出来るようになっている.

冬季桑栽培用フレーム平面図 (S-1/200)

｣ 9.｡｡⊥ 9.0｡_｣
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追.既 設 の 施 設

A.図 書 重

言庫の大部分は故ゴール ドシュミット博士が生前に寄贈された文献により占められてい

る.

ゴール ドシュミット文庫

Prof.Dr.R.B.Goldschmidtは Berlin-Dahlem の KaiserWilhelmInstituteftir

Biologieの副所長当時,多くの日本人留学生を指導し,また 1924-26年東京大学講師在任

中は各地の大学においても遺伝学を講義するなど日本に対して深い理解と親しみとをもっ

た人であった.主な研究は Lymantriaの性決定をはじめ動物遺伝学のあらゆる分野にわ

たり,また植物に関する論者でもあり遺伝学者として最も間口の広い学者であった.生理

遺伝学は氏のはじめて提唱した新しい研究領域である.

氏は 1936年アメリカに招かれて California大学教授となったが,1948年 4月満 70

才を迎え同大学を停年退職するに当り,旧友,知己,門下生の多い日本遺伝学界のため,

殊に多年厚誼の厚かった当研究所所員の請を入れて5万部を超える別刷と数百部の単行本

との譲渡を快諾されたばかりでなく,1958年 4月他界されるまで引き続き別刷や単行本

を寄贈された.

外国雑誌のバックナンバ-は全くこれを欠き,単行本もまた家々たるものに過ぎなかっ

た新設間もない本研究所の文庫に,幸にして手に入ったゴール ドシュミット文庫は大いに

この渇をいやしてくれた.なみなみならぬ博士の友情は感謝に堪えない.また貴重なる文

庫所蔵のために不然質構造の書庫を建築寄贈された静岡県当局の好意は,われわれの忘れ

得ないところである.

B.電子顕微鏡実験室

電子顕微鏡 (電子光学研究所製作ⅠⅠⅠ型),超遠心機 (SpincoL塾),ウル トラミクロトー

ム,真空蒸着装置その他が備えつけられ,生体内麗織細胞の微細構造およびウイルスその

他の研究が行われている.

C.恒 温 室

フレオソガス使用による冷凍装置と電熱暖房装置との併用により常時6つの小室がそ

れぞれ 00,50,100,150,200,25oC の恒温が保持される.主に材料の保存,発育の抑

制または促進,高温または低温の形質発現におよはす影響の研究等に利用されている.

D.光学および化学実験室

ここには分光光度計,凍結乾燥装置,光電色沢計,PM メーター (フィリップス会社

塞),マノメーターその他化学的突放に必要な器具器材が整えられている.
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E.微 生 物 実 験 室

昭和 32年 3月に完成した.一階には微生物実験室 3,無菌室 4,機械室 1,滅菌室

1,二階にはシエカー室 2,系統保存室 1が設けられている.機械室にはト1)オソ,エア

ーテソプ,-イドロサーム等を備えて各無菌室の無菌状態の保持はもちろん,温湿度を調

節できるように設計された.

この実験室にはプラソスより輸入された DeFonbrune式ミクロマニュプレータ-,

強力音波振塗器などが整備されている.

F.ショウジ ョウバエ飼育実験室

実験室が 3室 (25oC),系統飼育室が 1窒 (20oC),いずれも恒温装置によって常に一定

の温度に保たれ,約 600系統の保存,交配実験,集団飼育箱による飼育が行なわれてい

る.また,わが国および世界各地の研究機関との間に系統の交換,配付などをも行ってい

る.

G.移 動 網 室

コムギなど禾穀炉の貨重な研究材料を,鳥害や風雨による損傷から護る実験圃場の保護

施設としては劃期的なもので,昭和 34年に完成された.

網室は幅 10米,奥行 20米,高さ 2.5米で,四隅のみ 固定基礎で支えられ他の部分は

全部分解して持ち運びできる.固定基礎は3カ所に設けられ,三年一期の輪作に応じて移

動できる.

H. 調節温室と隔離温室

調節温室は昭和 27年度の官庁営繕費 (120万円)により作られた木造モルタル仕上げ

87.6m2の温室で,同年の機関研究費 550万円により13.2m2の温室2重と 3.3m2余

の暗室2重を温湿度や光を調節しうるようにした.この瞳の温室ではわが国ではじめて作

られたものである.昼間 15-30oC,夜間 15-25oC,湿度は 60-80% で使用している.

昭和 32年度新たに官庁営繕費 (657.4万円)によりこの程の温室を作り,温湿度調節

装置は 32-33年度の機関研究費 (1,300万円)によって完成した.以前の調節温室と区

別する意味で隔離温室と名づけた.次表に示す各室および機械室,作業室などより構成さ

れている.

温湿度条件の調節はチラーと-イドロサーム (灯油用)を用いたウオ-タワッシャー方

式による自動調整暖冷房装置により,暗室は最低1,000ルックスの照明光がえられ,日長

および波長の変更が可能である.



施 設 61

ガラス温室および暗室では,高等植物の温度,日長反応などの生理遺伝的研究をおこな

い,開花結実を自由にコソトロールして遺伝学的研究を促進する.また6つの小隔離室で

は,他家授粉植物の系統維持や病害抵抗性の遺伝学的研究ができる.冷暗室は低温処理,

春化処理を行 うためのものである.

温 度 条 件

夏 期 昼 間
夜間 冬期 昼間 夜間

空気吹き流し 200 120

280 150 〝 〝

′′ ′′ 〝 ■′

′l ′▲ 〝 〟

00-50

湿 度

60-70%

室 名 l 面 積

ガラス温室 (Al)

〟 (A2)

小隔離温室 (B1-6)

暗 室 (C1-3)

冷 暗 室 (D)

網 室 (E)

Ⅰ. 温 室

日本専売公社の好意によって作られた.将来は暖房設備を入れ,温室として使用したい

希望である.タバコ関係の研究材料をはじめ,脊髄植物の栽培に当てられている.

J.水田温室と自動短 日圃場

ロックフェラー財即肝究費 (昭和 32年度)によって祉てられた.水田温室 は栽 培量

(ガラス窒)2重,機械室,研究室とを含み,栽培室内にはポットを開く台と水田を備え

ている.温度の調節は2基の灯油を燃料とする-イ ドロサームにより昼夜所定温度が自動

的に与えられる.また空気湿度も一定以上に調節されるが,冷却および除湿の設 備 は な

い.夏季の室温は外気同様に保たれる.

自動短日圃場は熱帯原産の稲その他の短日性植物を栽増し,自由に出穂成熟させるため

設計された新施設である.1区 9m2の5区を設けた.光を遮断する屋根はレールの上を

モーターで牽引,または圧搾空気エソジソによって移動する.その運動は普通の時間統御

時計の他に,アス トロダイアルといわれる特殊の時計 (指示された緯度の毎日の日出日没

時間に応じて移動する)によって純度的調節をも行える.

E.昆虫飼育室と特別蚕室

昆虫飼育室では家蚕をはじめショウジョウバエを除く昆虫塀の飼育が行われる.全国か

ら集められた蚕の突然変異120系統の系統保存も行われている.
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昭和34年度原子力予算で新設された特別蚕室には,蚕を材料とした放射線遺伝学の研究

を強力に推進されるに充分な設備がととのえられた.ここには環境条件を制御できるγ線

照射飼育室,対照飼育室のほか,普通飼育室2室があり,さらに附属施設として蚕塩冷蔵

室 2,人工醇化室,調査室がある.γ線照射飼育室は 60Co3C を線源とし蚕も飼育しな

がら少線量のγ線を長時間にわたって照射できる特別の装置がある.

L.第1ネズミ飼育舎

-ツカネズミ (マウス)飼育室 4,ネズミ (ラット)飼育室2のほかに飼料,敷藁貯蔵

室,調理室,宿慮宝,実験室がある.飼育棚は吊り下げ式で,自由に位置が変更できる.

全飼育室の動物収容頭数は 10,000頭で,保持している系統はラット14系 (近交系は 7

罪),マウス近交系は 24系統,突然変異系は約 40系統である.

M.第2ネズミ飼育室

昭和32年度科学技術庁原子力予算によって,-ツカネズミを使った放射線遺伝学の研究

のため,特に作られたのがこの第2ネズミ飼育舎で,昭和 33年度の原子力予算で固形飼料

の調製機とケージが追加購入された.5つのネズミ飼育室は恒温装置により常に一定の温

湿度が保たれる.他に実験室,暗室,係員室,洗浄消毒室,固形飼料調製室および倉搾,

さらに係員の宿巾二軍などが設けられている.

N.放 射 線 実 験 室

昭和30年度の官庁営繕費その他計650万円により,一階のアイソトープ実験室と地下の

γ線照射実験室が作られた.一階には管理室,実験室,更衣室,オ-トグラフ室,フード

室,測定室,貯蔵室,動物飼育解剖室および植物室 (ガラス)などが,地下室は 60Co

によるγ線連続照射を動植物に実施する口約で放射線防御を考慮して特別に設計された.

内部設備は庁費と輸入機械および機関研究費によって特殊のγ線照射裳置,放射装置,令

穐放射能測定岩紬ミ揃えられている.γ線照射室はその装置とともにわが国最初の考案で,

Co6050curieを天井中央 2mの高さにあげ,床面に同心円的に 1日300r,150r,50

r,lrと線過をかえて照射されるよう設計された.

昭和 33年度には上記実験室を拡張して放射線失敗室を完成した,増築部分の一階は大

小のⅩ線照射量,操作室,測定室,工作室と既設の管理室の拡張で,地下は中性子 (Ra-

Be500mg)と γ線 (137Cs6000curie)の照射実験室である.内部設備としては,現在

Ra-BelOOmgと 137Cs2,000curie, 137Cs4,000curie をもち, 中性子装置は 34年

度の科学技術庁原子力予算で,137Cs装置と追加の 137Cs4,000curie▲の線源は昭和 34･

35年度の機関併究空1王で完成された.
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0.鶏 舎

昭和 27年社団法人全国種鶏遺伝研究会によって建設された産卵鶏検定舎1棟,粕卵育

雛舎1棟,コロニー舎6棟は,同研究会の解散とともに寄付された.現在はこれ らの外

に .中雛用育雛バタリー舎3棟を追加建設して,毎年約600羽の成鶏を飼育し,雛は年産

20,000-30,000羽である.主要栽榎は 3/4が白色レグホソ種,1/4が横坑ロック柾で,

他に若干の近交系である.

P.組織培養央験室および顕微鏡室

組織培養実験室には準備室 1,無菌室2を設備し,顕微鏡室には昭和 29年度の文部省

科学研究費によって購入したオーソルックス顕微鏡が備えられ,顕微鏡写真室が併設され

ている.

Q. 免疫用兎飼育室

｢サルモネラ菌の免疫遺伝学的研究｣にたいして米国の国立衛生研究所からおくられた

研究補助金の一部によって,35年 4月に竣功した.建物は径 4.5m,高さ 2.5m の円

柱型で床はコンクリー ト,側面は鉄骨ガラス張りである.中央には建物の中心を軸として

回転できる三段の飼育台があり,おのおのの飼育台にはそれぞれ8個の飼育箱が環状に設

置され,また下面には下水につながる排尿漏斗が取りつけてあって,給飼,清掃を能率的に

行なえる.周囲-]には飼育箱洗源用の流し,飼料棚および採血台が具えてある.

R. 実験圃場 ･その他

圃場別面積

圃 場 名 面 積

西 一 番 圃 2,238平方メートル 一般作物

西 二 〝 5,665 〝 〝

西 LLL〝 5,826 〝 〝

東 二 〝 3,107 〝 〝

東 四 〝 8,408 ,, 桑園および一般作物

東 五 〝 7,846 〝 桑樹

東 大 〝 1,785 〝 桑樹およびクヌギ

計 34,874 平方メー トル

他に水田 595平方メー トル
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庭園および道路

観賞用樹木として,また品穫保存のため,ツバキ ･サクラ･カニデを多数収集し,構内

に植えつけてある.ツバキの一部,サクラの大多数は構外道路のサクラとともに 3-4月

の候には研究所に色どりを添えている.本館前,蚕室,ネズミ飼育室の前のメタセ コイ

ヤ,本館前のコルクガシは貴重な資料となっている.

主な研究用栽培植物

Aegilopsspp.,Agropyron spp.,Hordeu7n Spp.,Triticum spp.,Oryzaspp.,

ChrySanthe仇umSppリColchicun autunmaleL.,DianthusChinensisL.,Gloriosa

superbaL.,Narcissusspp.,PharbitiBNilCHOIS.,ToreniaFournieriLINDEN.,

ZephyrantheSSpP.,MedicagotruncaturaVILLD.,Melandriumalbu肌 L.,Ru仇ea;

acetoSaL.,CannabisSatiJUuSHEWSIJ.,Capsicunm annuun L.,CitrullusvulgariS

ScHRADリCucu肌isneloL.,Prunusspp.,MorusbonbyoiSKoII)Z.

ⅠⅩ.実験材料の蒐集と保存
*本年度新しく入手した種

A.イ ネ

*0.abromeitianaPROD.

0.altaSwALLEN

O.australiensisDoAIIN

O.barthiiA.CHEV.

0.brachyanlhaA.CIIEV.etRoEHR.

0.breviligulataA.CHEV.etRoEHR.

0.00arolataRoxB.

0.cuben8i8EKAqAN

O.eiohingeriPETER

O.glaberrimaSTEUD.

0.grandiglumisPROD.

0.granulataNEES.

0.latifoliaDESV.

*0.longiglumiSJANSEN

O.仇alabarensis

0.仇alampuzhaensisKRISH.etCIIAND.

3

5

1

8

7

8

3

8

3

2

4

1

5

5

2

1

2

7

1

3

1

7

1

2

1

1

2

3

*0.肌eyerianaBAIL.

0.minutaPRESL.

0.06icinaliSWALL.
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0.p raguaienSisWEDD.

0.perenniSMoENCH.

0.punctataKoTSCHY

0.ridleyiHook.

0.salivaL.

0.salivaf.SPOnlaneaRoscHEV.
0.schlechteriPILGER

0.stapfiiRoscHEV.

0.8ubulalaNEES.

1

68

4

5

幻

59

1

12

1

2

1

3

65

B. 花井,その他

桜

大島桜:案緋桜:山桜:富士桜:線尊桜:筑紫桜:霞桜:寒桜

彼 岸 桜 系:八重彼岸,一重彼岸,江戸彼岸 (紅,自),十月桜,糸桜

染井吉野系:三島桜,駿河桜,伊豆吉野,船原書野

里 桜 系:紅普覧,紫桜,欝金,墨染,白妙,江戸桜,楊貴妃,関山,白普覧,級

桜,を月,一葉,苦清水,有明,大提灯, 奥都, 細川匂, 増山, 天之

川,駿ケ台匂,上旬,南殿,泰山府君, 千里香, 日暮, 荒川匂, 牡丹

桜,塩釜,熊谷,高砂,菊桜,福桜,名島桜,千原桜,数馬桜,車駐

椿

八重系:小紅葉,鶴毎衣,紅車,無類紋,蝦夷錦,寒陽袋,鈴鹿ノ関,蟹小船,紅千

鳥,草紙洗,狩衣

牡丹系:玉牡丹,熊坂,明石潟,淀の朝日,鴇の羽重,鴇白,濯花紋,獅子頭,神楽

獅子,紅麟麟,雪牡丹,源氏車,眉間尺, 光源氏, 自牡丹, 乱拍子, 星牡

丹,比雁,自橘,白獅子,花車

千重咲:千年菊,鹿児島,白乙女,絞乙女,本所白,蓮見白,乙女,紅乙女,染川,

墨染,和蘭陀紅,残雪

一重咲:朝鮮椿,白鴎,抜筆,蝶千鳥

唐子咲:紅唐子,絞唐子,淡路島,京唐子,源氏唐子,黒竜,紅獅子

早 咲:紅伯介,初嵐,大神楽,能牡丹,自拍子,菊冬至,白玉, 白玉紋,自粛錦,

仏蘭西白

七 木:緋縮緬,見驚,克之子,春白野

五 木:唐錦,鈎筆,春之台,後頼山

三 木:藻汐,和歌ノ浦, 日暮

三 妻:雪見車,月見草

葉 替:盃葉,錦魚椿

斑 入:弁天椿,斑入乙女,覆輪一休
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新 花:蓮上の玉,大白玉,光明,良禽黒,春曙紅,四海波,八重白玉,舞麟鱗,大

虹,昭和ノ誉,群胡蝶,玉ノ牡丹

肥後椿:御所横,白鶴,羽衣, 日本錦

雪 椿:越の姫,紅陽殿,島の錦,雪小町,国の夢

朝 顔

品 種:天津,耕千代宝,碧竜,右近,都の誉れ,白妙,枝垂,藤扇,雪の丹山,中

央の暁,紅玉,紫禁城,天の川,新紫雲,新信濃,芙吉野,天竜,織家の誉

れ,春の蔓,雪中梅,花丹,稀品,銀竜の変,幽口など

花型及花色の遺伝系:獅子咲 (風鈴,管,長垂,自乱れ咲き,牡丹など), 林風 (黒

鳩,紫相,栄,白,紅,牡丹など),台咲き (噴上牡丹,黒鳩覆輪,紫柑覆輪,

赤,白,栄,顔,薄紺,薄紫,鼠,刷毛目など), 咲き分け, 捻梅咲き,礼

雀,采咲き,切れ咲き,糸咲,乱菊,乱菊石畳,石畳,縮咲,紫八重桔梗,

赤八重桔梗,水色桔梗,斑入白桔梗,吹掛絞 り,紫吹寄,紅無地,浅黄雲輪

業型の遺伝系:常 (育 ･黄),丸,笹, 立田, 南天 (青 ･黄), 柳 (青 ･黄), 獅子

(育 ･黄 ･掬水など),渦 (青 ･黄),堺渦, 林風, 乱菊 (育 ･黄),鼻, 鮪

蛤,縮緬 (青 ･黄),木立 (青 ･黄 ･斑入), 各種の枝垂, 渦柳 (青 ･黄),

糸柳,浅沢柳,発足薬,雨竜,針, 立田笹,枝打糸雨竜, 枝打南天, 千鳥

葉,蜂菓 (青 ･黄 ･斑入),恵比芙須葉,洲浜など, その他を併せて, 全系

統では約300余

梶

満月,噂出錦,金筋梅,東都,東梅紅,開運梅,一重寒紅,蝶ノ鳥,簾ノ内,育考,

八重茶青,浜千鳥,筑紫紅,映山白,栖鷺梅,春 日野,古里錦,唐梅,内裏梅,豊後

楓

早乙女,花泉錦,栓ケ枝,狸々,赤地錦,立田川,紅枝垂,柁人,狂獅子,鷲ノ屠,

奥州孔,名月,青茶錦,紅鏡,三業楓,瓜膚蛙手,獅子頭, 青〆, 稲葉枝垂, 袖ノ

内,一行寺,血染,織殿錦,大盃,外山錦,金閣,梶,名鳳,爪紅,鴫立沢,唐楓,

舞孔雀,限り錦,鈎錦,辰頭, 日笠山,赤〆ノ内,真間,置霜,漣波,幣故山

C.ショウジョウバエ
キイロショウジョウバエ (296系統)

野生型 (69系統):本邦産 44系統,外国産 58系統,i80genic12系統

突然変異種 (113系統)

第 1染色体 (28系統): car,om,ecct692bbl/CIB,g2,lz3/yf:-,lz37k/yf:-,lz50e,

Muller-5,rb,i, V,vf,W,wB,wn,wa,wOO乙,we,wev,W九,wCal,x2Cvy:

-,yac v,ywf,yw仇f,YLc/X･YS,YLc/yw YS& yv(Muller)･

第2染色体 (13系統): aprBl,bw,cl,clbw,cn,cnbw,dp,uStd/SMZ,al2Cy

SP之,ud,L2,seabw,slw2.
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第 3染色体 (24系統): bar-3,ca,cabJU,Cukar,dkec,Dp/tn(3L),Payn,In

(3e)a,Sbel(3)e,ell,Hnr,Hnra,Hnr3 ell,Hnr8sr,glJ,仇ah,p2',ry,ry
ell,se,secabv,seelユ,sest,st.

第4染色体 (4系統): Cat/eygJUl,ciD/Cat,ey,pol.

染色体混合系統 (31系統): B.,eュl,bw;ca,bw･,Hnr3,bw･,ry,cl･,cabv,cl･,ry,

cn;ell,cn;ry,cn;se,cnsea;Hnr3,lz/dl-49m2g4;Cy/Pm,seabw;secu,

sca;ry,stu73;r3I,V;elユ,vf;cl,vf;cnbw,vf;cnsea;Hnr3,･uf;ry,

vI;se,vI;sery,vf;seabw;seeu,vg;se,W;bw,W;ea,W;cl,W;

cn,W;Hnr3,W;ry,W;se,W;px.
特殊混合系統 (13系統): S(4),SD(4),H(5).

野生集団致死遺伝子系統 (約100系統)

クロショウジョウバエ (17系統)

野生型 (3系統): 本邦産2系統,外国産1系統

突然変異種

第 1染色体 (6系統): cvmtwetb,mtBxw(2177),V4,V4si6,yap,yotap(2507).

第 2染色体 (1系統): eb.

第 3染色体 (1系統): en.

第4染色体 (1系統): cd.

第 5染色体 (3系統): Sb,stes,Svpo.

染色体混合系統 (2系統): si;a;i;oa;es,V;espe.

ウスグロショウジョウバエ (100系統)

CH 型 (10系統): … .PinionFlat.

AR型 (10系統): ‥‥PinionFlat.

(5系統): … .Texas.

ST 型 (10系統):

PP 型 (12系統):

*AR 型 (10系統):

*ST 型 (9系統):

*TL型 (10系統):

*CH 型 (10系統):

*PP 型 (19系統):

その他の種類 (4系統)

‥‥PinionFlat.

=‥Texas.

‥‥California.

‥‥California.

.‥.California.

‥‥California.

‥‥California.

D.カ イ コ

突然変異系統

第 1連 関群 (od;ode;ose;eVg)

第 2連 関群 (pu;pS;pea;Y;pea-2Y;oα)
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第 3連 関 群 (Ze;len;len t)

第 4連 関 群 (L;sk;Spo;Llemqoo)

第 5連 関 群 (re;pe;ok;oc)

第 6連 関 群 (a;EOa;ED;EEL;EH;EKp;EuEKp/EBEEp;Ego;E･reて

EM;END;END;ENB;Ne;bl;b2)

第 7連 関 群 (q)

第 8連 関 群 (ae;be;+ae;+be;st)

第 9連 関 群 (I-a)

第 10連 関 群 wl;W2;W3;WO古;jl;bS;Dew)

第 11連 関 群 (K;Bu;bp;Np)

第 12連 関 群 (Ng)

第13連 関 群 (ch)

第 14連 関 群 (Di;oa;oak;Nll;m 2;Nl;U)

第 15連 関 群 (Se)

第 16連 関 群 (cts)

第 19連 関 群 (elp)

そ の 他 (al;Gl;nb;rb;so;Nd;sp)

(遺伝的モザイク2系統;青白;褐色斑点蚕;大造;餐)

染色体異常系統
/{ ＼( (

ZWl (+oal･W･+pIPSay/od)
一一･･､( ＼.′~~､

ZW2 (+oa.W･+p･pSay/ose)
.{ ＼(

Z102 (+oa.+P･W･++pSa/Z+/Zoa) (雌致死)

ml (橋本雄致死系統)
/ー ~■･＼/′ ~■･＼ (

H108 (W･+py･pSay); W-PIO8 (W･+Pyoα)/{←＼ /(､
改 7 (W･+Py欠): M3 (W･pu)

( ＼ ( ＼
限性虎蚕 (W･Ze) T-20 (W･+TV2)

P/Y (+pに伴なう致死)
6iillii⊇! E;iil■ii;:!

Dup (+Py･PSaY/py);Q121(+py･pSy/pYoα/pyoα)
E;il■ii⊇l

C32 (Usa.+pYoα,+p-Y間交叉価の高い系統)

Trisomic112(pSay/+pY/py)

*Trisomic2 (pS/PN/+P)

*Trisomic6 (HKP/++)

*Trisomic14 (+aa/aa/Di)

E.ネ ズ ミ

1. 系統維持をしている純系マウス (MusmuSCuluS)

A/HeMs,AKR/Jax,BALB/cJax,CFW/MS,C57BR/aJax,C57BL/6HeMs,
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CBA/StMs,C3H/AnHeMs,C57L/HeMs,C58/LwMs,DM,dd/Ms,D103,DBA/

MaMs,DBA/Ma-ceMs,dba/Ms,MA/Jax,NH/LwMs,SMA,SL/MS,SWR/Jax,

SwissAlbino/Ms,RF,HR,DBA

2.系統維持をしている突然変異系マウス (Mus仇uSCulus)

ap,T/W5,lx,Ay,fs,at,Wv,hrrh,Fu,3'e,CCh,Brachyury(T),fa,ti

3.系統維持をしている純系および突然変異ラット(RattusnoruegicuS)

Wistar(W),Wistar･King･A,Wayne'spinkeyedyellow hooded,Fischer,

Buffalo,Long-Evans,Albany,Castle'sBlack,TaillessIW,Shiihai(SH),

Nagoya(N),CW-Ⅰ,CW一ⅠⅠ,NIG｣,NIG-ⅠⅠ,NIG-ⅠⅠⅠ,NIG-ⅠⅤ,

4.その他のネズミの種類

チ ャイニーズノ､ムスタ-(Cricetulutgriseus)

クマネズミ (RaltuSrauuS)

Ⅹ.庶 務

A.歴 史 と 使 命

歴史 昭和 15年 8月京城で催された 日本遺伝学会第 13回大会が国立遺伝学研究所

設立決議案を満場一致で可決した. これに翌 16年 4月, 日本学術振興会内に設けられ

た第4(遺伝)特別委員会が協力して国立研究所実現の努力をつづけた.昭和 22年 8月,

日本遺伝学会は財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.

これらの努力が実を結び,昭和 24年 5月吉田内閣の筋 5国会において設置法案が可決

され,同年 5月31日文部省設置法の改正公布をみ,ここに待望 10年の国立遺伝学研究

所が 6月 1日誕生した.

最初は, 庶務部のほか, 第 1(形質遺伝),第 2(捌 包遺伝),第 3 (生理遺伝) の 3

研究部をもって発足し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年9月敷地として,静岡県

三島市富士産業株式会社所為の土地 77,771･78028平方メ-トル を創文するとともに,同社

の建物 4,445･1平方メ～いレを借受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.のち文部

省,大蔵省,科学技術庁,静岡県,三島市,日本専売公社,ロックフェラー財団等の援助

により,逐年研究施設は拡充され,研究所はようやく面目を一新するに至った.

また,研究部門の構成も,昭和 28年に生化学遺伝部,29年に応用遺伝部, 30年には

事本年度新しく入手しTニ系故
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変異遺伝部が増設され,さらに 35年人塀遺伝部が新設されて,現在7研究部門を数えて

いる.

使命 遺伝学は,近代科学の中でも新しい飯域に属し,開拓されてからいまだ60年余

にすぎないが,生物に対するわれわれの認識に大きな変革を与えた.生物のあらゆる形態

も機能も,さらに行動すらも,遺伝子の作用に支配されていることを示したからである.

また遺伝学は生物の進化の問題,農作物や家畜の品軽改良,人間の内因性疾患などに関す

る知識の開拓に重要な学問である.

当研究所は日本の遺伝学の研究を推進させるとともに,次代をになう若い研究 者 の育

成と国民の科学知識の向上に貢献することを使命としている.

既設の7研究部門のほかに将来微生物の遺伝学,進化学ならびに集団遺伝学を取扱う部

が設けられ,また家畜の遺伝と改良を広 く研究する部門が拡充され,これらが相互に密接な

協力態勢を整えたならば遺伝を中心とする諸問題に綜合的な成果が得られることが期待で

きよう.

B.組織 (機構と職員)

文部省設置法 (抄)

(昭和 24年 5月 31日法律第 146号)

第 14条 第 26条及び第 27条に規定するもののほか,文部大臣の所轄の下に,国立学

校及び次の機関を置く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立科学博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

緯度観alJ所

統計数理研究所

国立遺伝学研究所

国立国語研究所

日本芸術院

日本学士院

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立近代美術館,国立

西洋美術館,統計数理研究所及び国立遭伝学研究所にそれぞれ評諮員会を置く.

2. 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に

関する重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

3. それぞれの機関の長は,評議員会の推薦により文部大臣が任命する.

4. 評議員会は 20人以内の評議員で組織する.

5. 評議員は,学識経験のある者のうちから文部大臣が任命する.
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6. 評議員の推薦,任期その他評議員会の組織及び運営の細目については政令で定め

る.

第 23条 国立遺伝学研究所は,遺伝に関する学理の総合研究及びその応用の基礎的研究

2. 遺伝学研究所の内部組織は,文部省令で定める･

文部省設置法施行規則 (抄)

第7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第 62粂 国立遺伝学研究所に所長を置く.

2.所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63条 国立遺伝学研究所に次の8部を置く.

1. 庶 務 部

2.形質遺伝部

3. 細胞遺伝部

4. 生理遺伝部

5. 生化学遺伝部

6. 応用遺伝部

7. 変異遺伝部

8. 人類遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課を置 く.

1. 庶 務 課

2. 会 計 課

2. 庶務課においては,次の事務をつかさどる.

1. 職員の人事に関する事務を処理すること.

2. 公文書類を接受し,発送し,編集し,及び保存すること.

3. 公印を管守すること.
】
3

4 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

5. 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

6. 前各号に掲げるものの外,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3. 会計課においては次の事務をつかさどる.

1. 予算に関する事務を処理すること.

2. 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

3. 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

4. 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

5. Jil舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.
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6. 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65条 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行 う.

2. 形質遺伝部に第-研究室及び第二研究室を置き,各室においては,前項の研究に

ついて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(細胞遺伝部)

第 66粂 細胞遺伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝との関係に関する研究

を行 う.

2. 細胞遺伝部に第一研究室及び第二研究室を置き,各室においては,前項の研究に

ついて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(生理遺伝部)

第 67条 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行 う.

2. 生理遺伝部に第一研究室及び第二研究室を置き,各室においては,前項の研究に

ついて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(生化学遺伝部)

第 68条 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行 う.

2. 生化学遺伝部に第一研究室,第二研空室及び第三研究室を置き,各室 に お い て

は,前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生

物に関する研究を行 う.

(応用遺伝部)

第 69条 応用迫伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行 う.

2. 応用遺伝部に第一研究室,第二研究室及び第三研究室を置き,各室においては,

前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術

の理論に関する研究を行 う.

(変異遺伝部)

第 70条 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺戟による突然変異に

関する研究を行 う,

2. 変異遺伝部に第一研究室,第二研究室及び第三研究室を置き,各室においては,

前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同

位元素による突然変異に関する研究を行 う,

(人類遺伝部)

第 71条 人類遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行 う.

2･ 人類遺伝部に第一研究室及び第二研究室を置き,各室においては,前項の研究に

ついて,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行 う.

(形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝部 及 び
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人類遺伝部)

第 72条 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,人類遺伝部においては,前7条に定めるものの外,各部の所掌事務に関し,次の

事務をつかさどる.

1･ 国の機関の求めに応じ,人口,優生,農業等に関する政府の施策について科学

的基礎資料を提供すること.

2･ 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指

導すること.

3. 内外の諸機関と連絡協力すること.

4･ 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

この施行規則は,昭和 36年 7月文部省令第 17号で改正されたものである.

機 構 図 (昭和 36年 12月末現在)
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職 員定 数 (昭和 36年 12月末現在)

( )内数字は非常勤研究員を示す

評議旦
役名l官 職 名 l 氏 名 l発令年月日

客 員
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職 見

所 長 文部教官 理学博士 木 原 均

事務職員
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部 別 l 官 職 名 l学 位 l 氏 名 1発令年月日

形 質遺伝郡
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外国人研究員,非常勤,流動および奨励研究員

官職名]職 名l氏 名l学位l発令年月日J備 考

本年中転退出職員

官 職I職 名I氏名IEE命年月噌琵年月可 備 考

文部事務官
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会 計 課 長

会計課経理係

用 度 係 長

変異遺 伝 部
研 究 員
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研 究 員
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C. 土地及び建物

土 地 総 両 群 89,652m2 建物総面積 (建) 6,583m乞

内訳 研究所敷地 81,074m2 (延) 9,156m2

宿 舎 敷 地 8,578m2

建 物 内 訳
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D. 予 算

国立遺伝学研究所

人 件 費

物 件 費

国立機関原子力試験研究費

円

円

円
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0

0

0

0

0

0

0
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5

5
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官庁営繕資

料学研究費

総 合 研 究 費

機 関 研 究 費

各 個 節 電

輸入機関購入費

0円

5,000,000円

7,420,000円

270,000円

3,755,823円

(tjT1-年度繰越)

E.議会と諸規定

諸 会

研究活動を促進するため次の会合を行なう.

雑 誌 金

外国で発表された新らしい研究論文の抄読会で,盛夏の時季を除き,毎週水曜日に開か

れる.

BiologicalSymposiaofMiSim&

外国から関係学者の来訪のさい,随時に開き,講演討論の一切を英語で行なう.

日本遺伝学会三島談話会

研究ならびに附近在住の会員により組織され,原則として,月1回研究成果の発表とそ

れに関する討論を行う.

稲 研 究 会

｡ックフエラー財団の援助によってうまれた.｢栽培稲の起原｣ の研究班の人達によっ

て,隔週に1回,定期的に開かれ,研究班自身の研究の発表と討論ならびに,国内外の最

近の研究の紹介を行う.

人類遺伝妻且全

人類の遺伝を研究するために,米国 ロックフェラー財団から昭和 36年 10月～昭和

39年 9月まで3カ年にわたり,総額 $55,000の援助を受け,研究計画およびこれら経

費の運用などについて計る.

以上のはか,染色体学会三島例会,日本育種学会静岡談話会などが不定期に開かれる.

諸 頒 程

部長会諸規程

第 1条 国立遺伝学研究所に部長会議 (以下会議という)を置く.

第 2条 会議は所長および部長をもって構成する.

第 3 条 会議は所長の諮問に応じ,次の事項を審議する.

1･ 重要な規定および内規の制定および改廃に関する事項.

2･ 職員定員の配置に関する事現

3･ 重要人事に関する事項.

4･ 予算要求に関する事項.
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5. 研究費予算配分に関する事項.

6. 研究および業黄報告に関する重要な事項.

7. 研究に関する施設の設置および廃止に関する事項.

8. 渉外に関する重要事額.

9. その他研究および運営に関し,所長の必要と認めた事項.

第 4 条 所長は会議を召集し,その議長となる.ただし,所長事故あるときは,あらか

じめ,所長の委任した部長がその職務を代理する.

第 5 条 会議は構成員の過半数が出席しなければ,議事を開き,議決することができな

い.

第 6 条 議事は出席者の過半数で決し,可否同数のときは議長の決するところによる.

第 7条 所長は必要があると認めたときは,構成員以外の者を会議に列席させ意見をき

くことができる.

2. 前条により会議に列席した者は議決に加わることができない.

第 8条 会議は定例会議および臨時会議とする.

2. 定例会議は原則として,毎月第 1,第3火曜日に開き,臨時会議は所長が必

要と認めたときまたは構成員の過半数から請求があったとき開く.

第 9 条 会議に幹事を置き,庶務部課長をこれに充てる.

第 10条 幹事は会議に出席し,議事銀を作成する.

客 且 内規

第 1条 この研究所に客員を置くことができる.

第 2条 客員は遺伝学研究に造詣深いもので,この研究所において研究を希望するもの

のうちから所長がこれを決める.

第 3 条 客員は所長の指示に従がわなければならない.

第 4条 客員は遺伝学研究をなすため,この研究所の諸設備を使用することができる.

第 5 条 客員はこの研究所の諸設備を使用してなした研究業績を所長の承認を得て発表

することができる.

第 6条 客員が研究発表をするには,この研究所の業折報告書を用いることができる.

特別研究生内規

第 1条 この研究所に特別研究生を置くことができる.

第 2条 特別研究生は,大学または専門学校において関係学科を修めまたはこれと同等

以上の学力ある者にして,所長が特別研究生として,適当であると認めた ものに

限る.

第 3条 特別研究生として指導を受けようとするものは,所長あて,次の書類を提出し

て許可を得なければならない.

1. 願 書 (別紙様式による)

2.履歴書

3. 推薦状
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ィ,大学院に在学中のものは所属学長または学部長の推薦状

p,大学または専門学校卒業生にして末就職のものは,最終学校の学長,学部

長,または学校長の推薦状

-,官庁,公私団体の委任によるものはその所属する長の推薦状

第 4条 特別研究生は所長の命にしたがわなければならない.

第 5 条 特別研究生の研究期間は1年以内とする.

ただし,1年以上研究を継続しようとするものは,所長の許可を得て,期間を

延長することができる.

第 6条 特別研究生の研究に要する諸経費は原則として自己負担とする.

第 7 条 官庁,公私団体から委任を受けて特別研究生となったものは,前条によらない

ことができる.

第 8条 特別研究生はあらかじめ指導教官の許可を得て,この研究所の諸設備を使用す

ることができる.

第 9 条 特別研究生は所長の許可を得て指導を受けた研究業窮を発表することがで き

る.

ただし,その場合は,その旨を付記しなければならない.

第 10条 特別研究生が研究業績を発表するときは,この研究所の業㌫報告番を用いるこ

とができる.

第 11条 この内規の施行に要する細則は別に定める.

研修生内規

第 1 条 この研究所に研修生を置くはとができる.

第 2条 研修生は新制高等学校または旧制専門学校を卒業した者,および新制大学在学

中のものもしくはこれと同等以上の学力ありと認めたもので,所長が研修生とし

て適当と認めたものに限る.

第 3 条 研修生を希望するものは所長に次の書炉を提出して許可を得なければな らな

い.

1. 願 書 (別紙様式のもの)

2.履歴書

3･ 卒業証明書 (大学在学中のものは所属学部長の依頼状または在学証明書)

第 4 条 研修生は所長の指示に従い指導教官の下で遺伝学に関する学理と技術を研修す

る.

第 5 条 研修生には原則として給与は支給しない.

第 6条 研修生の研修期間は1年以内とする.ただし,必要ある場合は許可を得て延期

することができる.

第 7条 研修生が所定の研修を終了したときは終了証明書を交付することができる.

第 8条 研修生に成業の見込がないとき,または所長がその退所を必要と認めたときは,

これに退所を命ずることができる.
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F. 日 誌

会 合

昭和 36年 2月 28日 第 90回三島遺伝談話会

3月 18日 第 91回 〝
4月 19日 第 92回 〝

5月 12日 第 40回バイオロジカル シソポジアム

19日 第 93回三島遺伝談話会

6月 6日 第 41回バイオロジカル シソポジアム

23日 第 94回三島遺伝談話会

7月 14日 第 95回 〝

l

､̀
3

4

月9

BB)第 33

日

回日本遺伝学会大会 (於仙台)

第 12回日本染色体学会

81

19日 第 96回三島遺伝談話会

26日 研究所本館竣工式 (第 1期)

29日 欝 10回太平洋学術会議報告会

10月 3 日 第 97回三島遺伝談話会

10月 12日 ｢東南アジア遺伝学研修コース｣開講式

11月 4日 ｢東南アジア遺伝学研修コース｣開講式

7日 ｢東南アジア退伝学研修コース｣全課程修了

24日 第 98回三島遺伝談話会

12月 18日 第 43回バイオロジカル シソポジアム

主なる来訪者

昭和 36年 2月 14日 京都大学ウイルス研究所長 天野重安

21目 元国立遺伝学研究所長 小熊梓

3月 16日 Dr.CharlotteAuerbach,ReaderofEdinburgh Univ･,

England

27日 Dr.H.B.Birnbaum,NationalScienceFoundation,U.S.A.

28日 Dr. Richard K.Anderson,Rockefeller Foundation,
U.S.A.

〝 CleoH.Anderson

4月 8日 Dr.VicenteC.Rodrigues,BureauofPlantIndustry,

PhilipplneS

〝 MissPayowYimcharoen,°ept.ofBiology,Chulalongkon

Univ.,Bangkok,Thailand

27日 欧江黄F.A.0.RegionalO氏ce,phraatitRoodBangkok,
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Thailand

5月 11日 静岡県衛生研究所長 野口政輝

20日 国立東京療養所長 砂原茂-

6月 3日 Dr.G.L McNew,BoysThompsonInstitute,New York

U.S.A.

〝 Dr.A.W.Nordskog,IowaStateUnivリU.S.A.

6月 6日 Dr.A.Hollaender,OakRidgeNationalLaboratory,U.S.A.

10日 文部省大学学術局学術課長 書里邦夫

15日 岐阜県農務部長 小島暗二

23日 静岡保護観察所調査部長 堀越昌夫

7月 13日 金沢大学結核研究所長 斎藤幸一

15日 日本学術会議会員 福島要一

18日 Dr.H.Boroughs,InteramericanlnstituteofAgricultural

Science,CostaRica

23日 Dr.Ⅴ.Kovda,UNESCO,Paris,France

･ Dr.L MattssonUNESCO,Djakarta,Indonesia

･ 日本ユネスコ国内委員会事務総長 武藤義雄

8月 3日 Dr.T.S.Dhillon,RanjitPura,India

(°ept.ofBotany,Univ.ofHongKong)

〝 Dr.L.R.House,TheRockefellerFoundation,NewDelhi,

India

15日 中華民国台湾省立中興大学助教授 張文財

u Dr.S.Udayachalem PhysicsDept.,ChulalongkonUniv.,

Bangkok,Thailand

9月 12日 Dr.K.Suvatabandhu,Botany°ept.,FacultyofScience,

ChulalongkonUniv.,Bangkok,Thailand

q Dr.H.D.Jordan,WestAfricanRiceResearchStation,

SierraLeone

〝 Dr.H.Parthasarathy F.A.0.Foundation,Bangkok'

Thailand

〝 Dr.N.Mangammal,

16日 台北国立台湾大学数援 護伝授

〝 日 台北国立台湾大学教授 許建昌

19日 末岡琶 夫妻 Dept.ofMicrobiology,Univ.ofIllinois,
U.S.A.

30日 文部省大臣官房長 天城勲

10月 5日 K.氏.Stin°,MinisterofSupply&Professor,Collegeof
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Agriculture,Giza,Egypt,U.A.R.

6日 文部省大学学術局研究助成課長 村上成一

10月 12日 L.Mattsson,Director,UNESCO,ScienceCooperationOfhce

forSoutheastAsia,Djakarta,Indonesia

･ 日 日本ユネスコ国内委員会事務総長 武藤義雄

12日 中華民国台湾大学農学院 王 厭明

11月 17日 J.A.Patil
DepartmentofAgriculture,

MahapashtraState,Bombay,India

l1月 17日 B.B.Chavdhari

DepartmentofAgriculture,

MahapashtraState,Bombay,India

12月 2日 日本原子力委員会委員 石川 一郎

･ 〝 西村 熊雄

〝 〝 兼重寛九郎

〝 〝 駒形 作次

12月 7日 Ⅴ.G.Panse(夫妻)

InstituteofAgriculturalResearch

Statistics,NewDelhi,India

12月 17日 静岡県企画調整部長 塩谷一夫

12月 15日 参議院議員,文部委員 平林 剛

〝 〝 安部清美

北島教真

野本品書

u q 豊浦破-

′ 参議院文教委員会,調査室長 工業英司

12月 18日 Dr.T.Makinodan

BiologyDivision,OakRidgeNational

Laboratory,U.S.A.

G.学 位

本研究所職員で学位を授与されたものは,次の通りである.
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1. 秦野たばこ試験場三島分場

日本専売公社はタバコ晶瞳改良の基礎研究を遺伝学研究所に委託している.これにとも

ない,昭和 25年2月秦野たばこ試験場三島分室 (現分場,たばこ研究室)が研究所内に

設置され,メ/くコの肥培管理を担当し,併せて研究を行なっている.

たばこ研究室人鼻

分場長 田中正雄

分場員 綾部富雄,川口富次,長島利義

委託研究内容

a) タノミコの低アルカロイド晶穐育成に関する基礎研究 竹中 要

1) 種間交雑による低アルカロイド品榎の育成 F.A.リリュソフェル ト

2) ニコチソ含為量に関する倍数性育瞳 松村清二

3) ニコチン含崩量の遺伝変異におよはす環境の影響 酒井寛一

b) タバコに含まれるアルカロイ ドとその菓面よりの発散に関する研究 辻田光雄

2.財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 22年 5月財団法人遺伝学研究所の設立を見たが, 国立遺伝学研究所の設立せら

れるにおよび,その寄附行為をあらため遺伝学普及会とし,専ら遺伝学普及事業を行なう

こととなった.

役 員

理 事 長 木 原 均

常務理事 竹 中 要,田島弥太郎

理 事 篠遠善人,和田文吾,松村清二

手業概況

雑誌 ｢遺伝｣編集のため毎月 1回東京または三島で編集会議を開く. 遺伝学に関する

学習用プレパラート配付,遺伝学突放用小器具の改良,新考案の製作,配布,幻灯用スラ

イドの製作,配付,遺伝学実習用小動物および植物の繁殖および配付.

3.全国種鶏遺伝研究会

全国の有志穫鶏家によって組織された任意団体で,鶏の育種に関する最新知識の普及と

交換を図り,それらを実際育租に応用して,育櫨をより効果的に進めようとの目的から,

年 1回程度の研究討論会を開催する.
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